
"AKAI VX600'' を、お買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

ここに記載されている内容は、 VX600 のすぐれた機能を発揮できるよう「操作のしかた」などが
詳しく解説されています。 VX600 をご使用になる前に、この説明書をよくお読みください。
また、この使用説明書は必要なときにすぐ取り出せるよう、分かり易いところに「保証奮」と一緒に
保管なさることをおすすめいたします。

この『使用説明害』においては、 “ ’'内に記された英文字は、主に「モード」を意味し、 < 》内

に記された英文字は「パラメーク」や「コマンド」などのフィールドを意味しています。 < 】内に

記された英文字は「スイッチ」、 「キー」そして「コントローラー」など意味します。 [ ）内の数
字・記号・英文字・ローマ数字は、各パラメークやイベント等における「設定」を意味します。
また、図形やディスプレイ・スクリーン等は、節略化して示します。

◇保証と補修用性能部品について

●保証について

この製品に添付されている保証書iこは、お買い上げの販売店で、かならずお買い上げ日・販売店など

所定事項が記入されていることをご確認ください。

故障に際して「保証書」の提示がございませんと保証期間内でも有料修理となりますので、保証書記
載内容をご確認のうえ大切に保管してください。

●補修用性能部品について

この製品の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切後 6 年です。補修用性能部品とは、その製品

の機能を維持するために必要な部品をいいます。この保有期間は通商産業省の指導によるものです。

赤井電機株式会社

《電子楽器事業部》

〒211 神奈川県川埼市中原区苅宿 335番地

商品のお問い合せ TEL. 044-434-7711 

本社 〒144 東京都大田区東糀谷 2 -12-14 

◇故障が発生したら

ご使用の製品が故障したり、異常を感じたばあいは、すみやかに電源を切り、電源プラグをコンセン

トから抜き、接続コードなどを取り外してください。そして、 「モデル名： VX600 」 「故障や異
常の具体的な症状」、 「ご自宅の住所・電話番号」などを、お買上げの販売店または、 AKAI 電子
楽器事業部サービス部、 AKAI 本社サービス部の係員にご連絡ください。

●サービスのお問い合せ： AKAI 電子楽器事業部 ＜サービス部＞

TEL. 044-434-7710 〒211 神奈川県川崎市中原区苅宿 335番地
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規 格

形式

鍵盤

同時発音数

音源

ディスプレイ

内部メモリー

外部メモリー

プログラマブル・マトリックス・アナログ・シンセサイザー

C-C スケール 37鍵（ダイナミックス・ペロシティ、キー・プレッシャー機能付）

6 ボイス

12V C0/2 V CO グループ

40字 x 8 行表示液晶グラフィック・ディスプレイ

バッテリー・バック・アップ方式

Packet: 10 X 20プログラム
Library: 50音色
Program: 40プログラム、 Chord: 20パターン
IC メモリー・カード (AKAi BR-16/16K bytes) 対応

Packet: 10 X 20プログラム X2

Library: 50音色X2
Program: 40プログラム X2 、 Chord: 20パクーン X2

ファンクション BEND ADJUST /WIDTH 

GLIDE ADJUST /TIME 
BREATH ADJUST /SENCE 

VIBRATE 

VOLUME 

CONTROL KNOB 

CURSOR KEY (A V < >) 
TEN KEY 

MENU KEY 

ENTER KEY 

SOFT KEY 

POWER SWITCH 

MEMORY PROTECT SWITCH 

CONTRAST 

接続端子 INSTRUMENT: 

EXT IN: 
LINE OUT: 

PHONES: 

VOICE OUT: 

PROGR心I UP/DOWN: 

PEDAL 1: 

PEDAL 2: 

AKAi .EWllOOO !EVIlOOO専用マルチ・コネククー

標準フォーン・ジャック X2

標準フォーン・ジャック

標準ステレオ・フォーン・ジャック（モノラル）

DIN/13 Pins 
標準ステレオ・フォーン・ジャック（フット・スイッチ用）

標準フォーソ・ジャック（ペダル・スイッチ用）
標準フォーン・ジャック（ペダル・ボリューム用）

MIDIｷ IN, OUT, THRU: DIN/5 Pins 

l/0 PORT: 機能拡張用です。現在、カバーが取り付けられています。

電源電圧

消貨電力

外形寸法

重量

AC lOOV (50/60Hz) 

21 W 

602(W)Xll6(H)X350(D) mm 

8.2 Kg 

＊規格や外観などは、改善のため予告なく変更することがあります。
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第 1 章 はじめに

1. 1 特徴

VX600 は．

Al<AI ELEC1RI C WIND INSTRUMENT尼WllOOO および、 AKAi ELECTRIC VALVE INSTRUMENT/EVllOOO専用の

コントローラー接続端子と、 c-c スケール 37鍵のキーボードを装備した、 6 ボイス／ 2VCO グル

ープ(12V C 0) 音源と、 “EXT IN (2 系統）”を装備した多機能シンセサイザーです。
AKAi ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT 専用の音瀕としての活用はもちろんですが、 MIDI 規格に
よるキーポード・クイプの「デジクル・サンプラー」、 「シンセサイザー」そして「マスクー・キー

ボード」や「デジクル・シーケンサー」等の外部音源として使用できます。

VX600 の諸機能には、つぎのような特徴があります。

• Al{AI ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT 専用のコントロール端子と、外部音源の音色が加工できる
2 系統の “EXT IN’' 端子を装備。

◇c-c スケール 37鍵キーボードを使用。 「キー・ペロシティ」により、最強音から最弱音にいたる

まで、繊細な音楽表現が得られる“ダイナミックス・ベロシティ・コントロール”と、キー・プレ

ッシャーによる‘‘アフクー・クッチ・コントロール’'を装備。

◇40字 x8 行を表示する“液晶グラフィック・ディスプレイ’'と、機能的な“ソフト・キー’'を採用

し、さまざまなプログラミングの操作を容易にしました。 2VCO グループ／NOISEを音源と

して、 VCF-VCA-AMP という音色創成ライン、そして 2LF0/3EG という強力なモジ

ュレーク・セクションにより、多彩な音色を創成することが可能です。

◇創成した音色デークを、 50個メモリーできる“ライブラリー’'をはじめ、このライブラリーから選

択した音色デークに「ノート・レンジ」や「ボイス・アサイン」などをプログラムしたデークを、

40個メモリーできる‘‘プログラム・メモリー'’、また“プログラム・メモリー”又は‘‘ライブラ

リー”から選択したプログラム・デークを20個づつ、順番に並べて記憶させておくことができる

“パケット’'が 1併固など、各種のメモリー機能を装備しています。

◇ユニゾン、ハーモニー、オククーバー、ディゾナントなど各種の‘‘ボリフォニー・コード・パクー

ン’'をプログラムしたデークを、 20個記憶させることができ、各ポリフォニー・コード・パクーン

を任意の「Jート・キー」にアサインできます。

◇音色デーク、プログラム・デーク、ポリフォニー・コード・パクーンなどは、別売の“メモリー・

カード／BR-16"1こファイルできますから、デークの「セーブ／ロード」が極めて迅速に行ぇ

ます。

◇MIDI 入出力を装備、外部からのMIDI デークで本機の音色を涼奏できます。

また、本機のキーボードまたは、本機に接続した‘、AKAi ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT" で、

外部のMIDI 音源（シンセサイザー、デジタル・サンプラーなど）を渓奏できます。

◇最大 6 音色のマルチ・ティンプル同時発音が可能です。

しかも、最大 6 音色のそれぞれに、 MIDIチャンネル、プログラム・チューン、ノート・レンジ、ト

ランスボーズ、ポリュームー～などがセットでき、 DIN/13ピンのセパレート・ボイス・アウトから

各音色を個別に出力できます。オーディオ・ミキサー等で、各音色の定位を演出したり、各種のエ

フェククーで、音色ごとのエフェクト処理が可能です。
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操作の前に

1. 2 操作の前に

つぎに述べることは重要なことです。ぜひ守って下さい。

◇メモリー・カードは、 AKAI の製品 “BR-16’' をご使用ください。他社の製品を使用した場
合、コネクターのミス・マッチング等が生じ、正しい動作が得られない楊合があります。

◇VX600 の本体を絶対に開かないで下さい。修理は資格あるサービス技術者におまかせ下さい。

◇VX600 の通気を妨げないで下さい。

◇VX600 が最良の状態で動作できるよう、以下の場所でのご使用はおすすめできません。

1. 暖房器具の放射熱や直射日光があたるところ

2. 湿気（特に、水滴にはご注意ください）やほこりの多いところ
3. 振動の影響を受けやすいところ

4. 風通しの悪いところ

5. 極端に寒いところ（極端に冷えきった場所で使用する際には、本機のウォーミング・アップが

必要です）

◇もしも、 VX600 に液体をこぽした場合は、すぐに電源を切り、当社のサービス部か販売店に連
絡して下さい。また、濡れた手でVX600 本体や電源コード、電源プラグおよび電漉コンセント
に触れないで下さい。

◇本体に付着した汚れやほこりは、柔らかい乾いた布で拭き取ってください。特に汚れがひどい場合
は、うすめた食器用洗剤か中性洗剤を、柔らかい布に少塁含ませ拭き取ってください。

工業用アルコール、塗装用シンナー、その他類似の化学薬品はVX600 の表面を傷つけますので
VX600 の清掃にこれらを使用しないで下さい。

◇スプレー式の殺虫剤にご注意ください。殺虫剤が本体にかかると表面がいたんだり、変質すること
があります。

◇内臓リチウム電池の交換について

VX600 は、プログラミング・デークのバッテリー・バックアップに「リチウム電池」を使用し

ています。リチウム電池の寿命は、本機の場合（約 3 年〕です。リチウム電池の交換については、
必ずお買い上げ店または当社のサービス部にご依頼ください。

リチウム電池の交換時はメモリーが消えてしまいます。大切なデークは、予めメモリー・カードに
セープしてください。

◇改造は危険です。しかも、 VX600 の機能を十分発揮できなくなります。

◇リア・バネルの “I/0 ポート＂取り付け用カバーを取り外さないでください。
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1. 3 各部の名称と主なはたらき

ロフロント・パネル（略図）口

IDCONTROL KNOB )l)DISPLAY 

&'BEND ADJUST/WIDTH 
9,  D

 

TEN KEY 

IDGLIDE ADJUST/TIME 

冨BREATH ADJUST/SENSE 

,ENTER KEY 

1MENU KEY 

( PHONES ( CURSOR KEY ,soFT KEY 

( VOLUME 

( VIBRATE: 

( CONTROL KNOB: 

これは、 ‘、 AKAi ELEC宜IC WIND/VALVE INSTRUMENT (EWilOOO/EVllOOO)" 

で演奏するとき、ビブラートやトレモロ効果の強さを調節するノブです。

これは、各パラメークの “VALUE" を設定したり、 “MENU" をスクロール

するときに用います。また、 「音色名」、 「ライブラリー名」そして「パ

ケット名」等の“文字入力’'にも用います。

( DISPLAY: 40文字 x 8 行 (320文字）の液晶グラフィック・ディスプレイです。

プログラム・メニューをはじめ、各パラメークのエディット・スクリーン

を表示します。

( BEND ADJUST/WIDTH: これは、 ‘•AKAi ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT" で浪奏するときに用
います。 AKAi EWil 000または、 EVllOOOのベンド・コントローラーに対す

る感度補正 (ADJUST)を行うノブと、 ペンド巾 (WIDTH)を調節するノブとが

あります。

( GLIDE ADJUST/TIME: これは、 ‘、 AKAi ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT’' で演奏するときに用
います。AJ(AI EWil 000または、 EVIlOOOのグライド・コントローラーに対

する感度補正 (ADJUST)を行うノプと、グライド・タイム (TIME)を調節する

ノプとがあります。

( BREATH ADJUST /SENSE: これは、 ‘、 AKAi ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT’' で演奏するときに用
います。 AKAi EW!l 000または、 EVIlOOOの「プレス・センサー」に対する
感度補正 (ADJUST)を行うノブと、 演奏者の息圧に適した動作点 (SENSE) を

設定するノブとがあります。

( PHONE: ヘッドホンでモニターすることができます。ヘッドホンの音量は、⑧のボ

リュームで調節します。
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( VOLUME: 

( CURSOR KEY: 

( TEN KEY: 

( ENTER l<EY: 

VX600 の出カレベルを調節するポリュームです。

カーソル・キーです。 ‘‘オククーブ・シフト”の増減、 ‘‘カーソル”の

移動等に用います。

これは、各パラメークの ‘‘VALUE’' を設定したり、 “ライプラリー・ナン

バー’'や“パケット・ナソベ~,,の入力に用います。

( MENU KEY: 

( SOFT KEY: 

これは、 ‘‘カーソル’'で指定したモードを呼び出したり、登録を行うとき

などに用います。

これは、 ‘、 MENU WINDOW’' を呼び出すキーです。

各スクリーンごとに、機能が異なる「ソフト・キー」です。 6個のキーが

あります。

( KEYBOARD: ダイナミック・ベロシティ、キー・プレッシャー機能を持つ37鍵のキーボ

ード (C-C スケール）です。

ロリア・パネル（略図）口

!)MEMORY PROTECT SWITCH 

ID INSTRUMENT 

( MEMORY PROTECT SWITCH: これは、 VX600本体のメモリー機能を保護するスイッチです。この

スイッチを ‘‘ON" Iこしておくと、音色等の各パラメークやプログラム

をニディットしても、記憶されている各デークは書き換えられません。

音色等の各パラメークやプログラム・デークを畠き換えたい場合は、こ

のスイッチを “OFF" Iこします。また、 「メモリー・カード」から本

体のメモリーにデークをロードする場合も、このスイッチを “OFF"

にします。通常の使用では、必ずこのスイッチを “ON" Iこします。

( POWER SWITCH: 

1LINE OUT 

,PROGRAM UP /DOWN 

PEDAL I 

電源スイッチです。
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( MEMORY CARD: 

( EXT IN: 

⑤ CONTR応T:

( MIDI IN: 

( MIDI our: 

( MIDI THRU: 

( INSTRUMENT: 

( LINE OUT: 

( VOICE our: 

( PROGRAM UP /DOWN: 

これは、 「メモリー・カード」の挿入口です。

メモリー・カードは‘、AKAi BR-16” をご使用ください。

"AKAi ELECTRIC WIND/VALVE INSTRUMENT (EWilOOO尼VllOOO)" で、デ

ジクル・サンプラーなど、外部音源を演奏するとき、その外部音源の音

色・音景をVX600 で加工できる「外部入力端子］です。
この端子は、 2 系統装備されていますから、ステレオ音源や 2 台の音源
モジュールを接続できます。

これは、 「ディスプレイ」のコントラストを調節するノブです。見易い

状態に調節してください。

本機を、外部のMIDI対応キーボード、 MIDI シーケンサー等で演奏すると

きに、それらの “MIDI OUT’' と接続してください。

本機で、外部のMIDI対応音源（シンセサイザー、、デジクル・サンプラー

など）を漢奏するとき、それらの ‘‘MIDI IN" に接続してください。

本機の ‘‘MIDI IN" で受信した情報を、そのまま送信する端子です。

、、 AKAI ELECTRIC \『IND/VALVE INSTRUMENT (EWilOOO/EVllOOO)" で浪奏
するとき、 EWilOOO または EVIlOOOを接続する端子です。

EWilOOO または EVIlOOOに付属している接続ケーブル、または延長ケー

ブル‘、AKAI EW0X70 (EWilOOO用）’'、 あるいは‘、AKAi EV-X70 (EVIlOOO 

用）’'をご使用ください。

出力端子です。オーディオミキサーやアンプの “LINE IN’' に接続して

ください。

6 ボイスの「セパレート出力」端子です。本機の“マルチ出力’'機能を

活用すると、 6音色のセパレート出力が得られます＼〇

フット・スイッチを 2 個使用すると、 ‘‘プログラム・ナンバー'’または

“パケット・ナンバー”の〔増減〕ができます。
フット・スイッチが 1 個の湯合は、 “プログラム・ナンバー’'または、

“パケット・ナンパー”の〔増〕のみ、という動作になります。

( PEDAL 1: 

( PEDAL 2: 

ペダル・スイッチの接続端子です。アサイナブルになっており、 ‘‘サス

ティ｀1/" 〔 ON/OFF 〕が行えます。

ペダル・ボリュームの接続端子です。これもアサイナブルになっており

“ピッチ・ベンド'’、または“モジュレーション'’等のペダル・コント

ロールが行えます。

* 1/0 PORT: これは、機能拡張用です。現在は、カバーが取り付けられています。

カバーを取り外さないでください。
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第 2 章 MIDI 

この章では、 VX600 で扱う ‘‘MI DI" についての説明と、 “MIDI インプリメンテーション

・チャート”を示します。

2. 1 vx 6 0 0 で扱うMIDI について

本機のリア・パネルには、 [MIDI IN】、 [MIDI OUT】、 <MIDI TlffiU】という 3 つの端子が装備され

ています。

□MIDI INとはロ

本機を、外部の “MIDI キーボード'’または、 “MIDI シーケンサー’'等で演奏する場合に用いる「受信

用端子」です。

□MIDI OUTとはロ

本機の‘‘キーボード”または、本機に接続した‘、AKAi EWilOOO /EVllOOO’' で、外部の “MIDI音源（シ

ンセサイザー、デジクル・サンプラー等）”を演奏する場合に用いる「送信用端子」です。

□MIDI THRUとはロ

本機の【MIDI IN】で受信した ‘‘MIDI信号’'を、そのまま送りだす「中継用端子」です。

2. 2 MID I の諸設定

MID]の設定は、下記の 3 通りが有ります。これ等の設定は、それぞれのモードに有効です。

(I) "PACKET" スクリーンにおいて、 <SOFTKEY 5 直!DI〕）キーを押してください。
すると、 ‘‘MIDI RECEIVE FILTER" がウインドー・スクリーンに現れます。

-< MIDIRECEIVE FILTER >-
NOT~OFF BEND=OFF WHEEL=OFF 
P. CHANG~Ol M. VOLUME~Ol 
<< MULTI PLAY >> TXCH-01 
RX CH=01 01 01 01 01 01 
I 

(2) "PROGRAJ.! MENU’' スクリーンにおいて【SOFT KEY 5 園IDI〕）を押してみましょう。

"PACKET" スクリーンで現れたものと全く同じウインド・スクリーンが表示されます。

もしも、予め “PACKET" スクリーンで各フィールドが設定されている場合、その設定値がそのまま表

示されます。

10 



そして、この “PROGRAM MENU’' スクリーンにおいて、各設定値を更新すると、 “PACKET" スクリーン

における各設定値も更新されます。また、 《RX》と《TX》の各設定値を更新すると、 「コード・プレ
イ・モード」のエディット・スクリーンにある-- ‘‘受信チャンネル”と、 ‘‘送信チャンネル'’設定

フィールドの各設定値も更新呑れます。

-< MIDI RECEIVE FILTER >-
NOTE=ON BEND=ON WIIEEL=ON 

P.CHANG-01 M. VOLUME-01 

<< CHORD PLAY >>RXCH~Ol 
TX CH-01 01 01 01 01 01 

(3) "LIBRARY MENU" スクリーンにおいて [SOFT KEY 5 頂!DI〕】を押してみましょう。

"MIDI RECEIVE FILTER’' セクションが、 “PACKET" スクリーンと、 “PROGRAM MENU’' スクリーンで
現れたものと全く同じウイントニー・スクリーンが表示呑れます。

ただし、 《RX》と《TX》のセクションが異なります。

-< MIDI RECEIVE FILTER >-
NOTE=OFF BEND=OFF WHEEL=OFF 

P. CHANG-01 M. VOLUME=Ol 

<< LIBRARYPLAY>> TXCH=--
RX CH~--

VX600 を外部の “MIDIキーボード'’または、 “MIDI シーケンサー’'等で演奏する場合、

この ‘‘MIDI RECEIVE FILTER" セクションで、 外部から送られてくる「MIDI メッセージ」を〔受りる

/ON〕か、 〔否／ OFF 〕かを設定します。

また、 〔受信チャンネル／RX 〕と、 ‘‘CHORD PLAY’' を行う場合の〔送信チャンネル／TX〕を設定

するセクションがあります。

各フィールドの設定は、カーソル·キー[< > A V 】と、 [ CONTROL KNOB】で行います。

口各フィールドについてロ

NOTE 

これは、 ‘‘MIDI ノート”を〔受ける／ON 〕か、 〔否／OFF 〕かを設定するフィールドです。

BEND 

これは、 “ピッチ・ベンド情報”を〔受ける／ON〕か、 〔否／OFF 〕かを設定するフィールドで

す。
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WHEEL 

これは、 “モジュレーション・ホイール情報”を〔受ける／ON 〕か、 〔否／OFF 〕かを設定する
フィールドです。

P.CHANG 

これは、 “プログラム・チェンジ・メッセージ”を〔受ける／ON 〕か、 ［否／OFF 〕か、及び、

そのMID] の受信チャンネルを設定するフィールドです。

M. VOLUME 

これは、 ‘‘MIDI VOLUME デーク’'を〔受ける／ON 〕か、 〔否／OFF 〕か、及び、そのMID]の受信
チャンネルを設定するフィールドです。

堅

これは、 “受信チャンネル’'を設定するフィールドです。また、 「コード・プレイ・モード」におけ

るエディット・スクリーンに、 “受信チャンネル”を設定するフィールドがあり、予め、そのフィー

ルドで“受信チャンネル’'が設定されている湯合、その設定値が表示されます。また、このスクリー
ンにおいて、 ‘‘受信チャンネル”を更新すると、 「コード・プレイ・モード」のエディット・スクリ

ーンにある一 “受信チャンネル'’設定フィールドの設定値も更新されます。特定のチャンネルで受

信したい場合、 [ 1~ 16〕の範囲で、設定•更新します。 また、チャンネルを指定しなくても良い
場合は、 〔 OMNI〕に設定します。

四

これは、 VX600 の「コード・プレイ・モード」により、外部の音源を ‘‘CHORD PLAY" する場合に
〔送信チャンネル／TX〕を設定するフィールドです。

また、 「コード・プレイ・モード」におけるエディット・スクリーンに、各ボイスの“送信チャンネ

ル’'を設定するフィールドがあり、予め、そのフィールドで“送信チャンネル’'が設定されている湯

合、その設定値が表示されます。そして、このスクリーンにおいて、 ‘‘送信チャンネル”を更新する

と、 「コード・プレイ・モード」のエディット・スクリーンにある一‘‘送信チャンネル”設定フィ
ールドの設定値も更新されます。

特定のチャンネルで送信したい湯合は、 [ 1~ 16〕の範囲で、設定•更新します。
全 6 ボイスの各々に、個別の送信チャンネルを設定•更新できます。

各フィールドの設定を完了したら、 [ENTER] キーを押してください。

注： 外部の ‘‘MIDI キーボード’'、 ‘‘MIDI シーケンサー'’そして‘‘音源”を使わない場合、以上の設
定を行う必要はありません。
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“MIDI'’ に関する設定は、この他に「マルチ・プレイ・モード」において、各ボイスの‘‘受信チャン

ネル’'を設定するフィールドがあり、また前述したように、 「コード・プレイ・モード」におけるニ

ディットに、 ‘‘受侶チャンネル’'と、各ボイスの‘‘送信チャンネル'’を設定するフィールドがありま

す。以上の設定方法等については、それぞれ該当の章で説明します。

MIDI プログラム・チェンジの応答

"PACKET" スクリーンのときは、プログラム・チェンジ 1 から 20までに応答します。

"PROGRAM’' スクリーンのときは、プログラム・チェンジ 1 から 40までに応答します。

"LIBRARY" スクリーンのときは、プログラム・チェンジ 1 から 50までに応答します。

それ以外のプログラム・チェンジは、無視します。

2. 3 MID  I インプリメンテーション・チャート

つぎのページに、 VX600 の “MIDI インプリメンテーション・チャート’'があります。
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[ PROGRAMABLEMATRIX SYNTHESIZER]

MODEL VX  6 0 0 

Function... 

Basic Default 
Channel Changed 

Default 
Mode Messages 

Altered 

Note 
Number : True voice 

Velocity Note ON 
Note OFF 

After Key's 
Touch Ch's 

Pitch Bender 

4 

Control Change 7 
64 

Prag 
Change : True # 

System Exel us i ve 

System : Song Pas 
: Song Se! 

ColilOn : Tune 

System :Clock 
Real Time :Commands 

Aux :Local ON/OFF 
: All Note OFF 

Messages :Active Sens 
:Reset 

Mode 1: OMNI ON, POLY 

Mode 3 : OMNI OFF, POLY 

MIDI Implementation Chart 

Transmitted Recognized 

1 -16 1 -16 
1 -16 1 -16 

Mode 3 X 
X 
X 

24 -108 24 -108 

9nH V~l-127 

゜9nH V-0, 8nH 

゜X X 

゜ ゜
゜ ゜
゜ ゜゜ ゜゜ ゜00 -31 
1 -20 l -20 
1 -40 1 -40 
1 -50 1 -50 

X X 

X X 
X X 
X X 

X X 
X X 

X X 

゜ ゜X X 
X X 

Mode 2 : OMNI ON, MONO 

Mode 4: OMNI OFF, MONO 

Date: Oct. 05, 1988 

Version : 1. 00 

Remarks 

Memorized 

Octave shift 

Foot pedal 
Main volume 
D皿per, Sustain pedal 
Assignable 

Packet mode 
Program mode 
Library mdoe 

o: Yes 
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第 3 章 キーボードによる演奏

VX600 は、工場出荷時において、本体内部のメモリーに、 「50音色」が記憶されています。
この音色を使って、本体の “C-C スケール 37鍵キーボード’'で演奏する方法を説明します。

<BENDADJUST/WIDTH】、 <GLIDEADJUST /TIME】、 <GLIDEADJUST /SENSE】の LEDが消灯している
事を確認してください。

3. 1 接続

VX600 の電源を “OFF" の状態で、 VX600 の【LINE OUT】を、あなたのオーディオ・シス

テム（オーディオ・ミキサーなと）の “LINE IN’' に接続するか、 VX600 の【PHONES] に「ヘッ
ドホン」を接続してください。

3. 2 フット・スイッチとペダル・ボリューム

VX600 のリア・パネルには、 <PROGRAMUP /DOWN] 端子、 アサイナプルなペダル・スイッチ用端

子【PEDAL 1】と、ペダル・ボリューム用端子【PEDAL 2】が装備されています。

①もしも、 ‘‘フット・スイッチ”で、 「プログラム・アップ／ダウン」を行う場合は、 “アンチ・ロ
ック・クイプのフット・スイッチ’'を 2 個、 “ステレオ標準フォン・プラグ←→標準フォン・ジャ
ック X2変換アダプクー・コード（市販品）”を 1 個用意してください。

そして、図に示すように、 2 つの“フット・スイッチ’'を、 VX600 のリア・パネルに装備され

ている【PROGRAM UP /DOWN】に接続してください。

フット・スイッチが 1 個の場合は、 「プログラム・アップ」のみの動作になります。

' 
I I = 00  

゜a o O O 0 

Pedal volume Pedal switch foot switch 

②また、 “ペダル・スイッチ（フット・スイッチ）”で、 「サスティソ」の〔ON/OFF 〕を行う
場合は、 “ペダル・スイッチ（フット・スイッチ）’'を、 VX600 のリア・パネルに装備されて

いる【PEDAL 1】に接続してください。

③さらに、 “ペダル・ボリューム’'で、 「ピッチ・ペンド」等の操作を行う場合は、 “ペダル・ボリ
ユーム’'を、 VX600 のリア・パネルに装備されている【PEDAL 2】に接続してください。

ご注意： ライン、フット・スイッチ、ペダル・ポリューム等の「接続ケーブル」を、強く引い

たり、よじったり、乱暴に扱うと断線の原因になります。コネククー・プラグの抜き

差しは、必ずコネククー・プラグを持って行ってください。
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3. 3 キャリブレーション調整

①各種の接続が終わったら本機の電源を “ON" Iこしてください。

"AKA I professional VX  6 0 0" というメッセージの後、 “PACKET" モードのスクリーンが

現れます。電源を “ON’' 後、数分間「ウォーミンク：・・アップ」を行って下さい。

②つきに、 【 MENU] キーを押します。 “PACKET" スクリーンに、—-MENU—ーというウインドー・スクリ

ーンが現れます。続いて (DATA ENTRY】キー

の (4 〕を押します。

INTERNAL --MENU--

PACKET Q: PACKET •• 

口
01: 1:CARD SAVE rogram U/D 
2: CARD LOAD く口＞
3:MASTER TUNE CT. SHIFT 

PRGRM NAlilE 4: CALIBRATION ID! BANK 

③すると、つ封のスクリーンが現れます。 これは、本機が‘‘キャリブレーション’'のモードに入った

ことを示すものです。初めて操作する湯合、

vco 

-<< CALIBRATION>>­

SELECT SOFT KEY 

CALIBRATION [ **** J NOW ! ! 
>>>>>>>>>>>>>>>>>
PW VCF RESO ALL QUIT 

<SOFTKEY 5 〔址L〕】を押してください。
すると、 ［＊＊＊＊］に〔 VCO 〕が表示され、

本機のコンピュークが、自動的に “VCO"

と “VCF’' 等、各部の「キャリブレーショ

ン調整」を開始します。実行中は、 [>]

というサインが、その時間経過を示します。

この「キャリブレーション調整」が完了した

ら、 <SOFTKEY 6 (QUIT〕］を押します。
すると、 “PACKET" スクリーンに戻ります。

●‘‘キャリブレーション”のモードにおける、 <SOFTKEY 1~6】について・

VCO 

PW  

VCF 

RESO 

ALL 

QUIT 

VC0-1 、 VC0-2 の “TUNE’' を調整します。

VC0-1 、 VC0-2 の “PULSE WIDTH" を調整します。

VCF の “CUT OFF FREQUENCY" を調整します。

VCF の‘‘発振開始点”を調整します。

上記の全てを一度に行ないます。

直ちに、 “PACKET" スクリーンに戻ります。

この「キャリプレーション調整」は、多少の時間がかかります。しかし、これは本機が正しい状態で

動作するために必要とされるものです。したがって、本機の電源を初めて〔 ON〕にしたときは、必
ず、この「キャリブレーション調整」を行ってください。

電源を (OFF 〕にしても、 「キャリプレーション調整済」の状態が保たれますが、必要に応じてこ

の「キャリブレーション調整」を行ってください。
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3. 4 音色の選択

本機は、 「音色の選択」に 3 つの方法があります。

1. "PACKET" スクリーンで．．．

まず「パケット・ナンバー (0~9) 」を、 <DATAENTRY) キーの（〇〕～〔 9 〕、つまり‘‘テン・
キー'’で入力し、選択します。

そして、カーソル・キー I A V) または、 ‘‘フット・スイッチ”iこより、各パケットに登録し

「パケット・プログラム・ナンバー (01~20) 」を選択します。この「バケット・プログラム・ナ
ンバー」は、 <CONTROLKNOB) でも選択できます。

2. "PROGRAM MENU’' スクリーンで・・・

カーソル・キー I A V] または、 “フット・スイッチ”で、 「プログラム・ナンバー」を選択し

ます。この「プログラム・ナンバー」は、 <CONTROLKNOB] でも選択できます。

3. "LIBRARY MENU" スクリーンで．．．

通常、初歩的に演奏する場合は、この “LIBRARY MENU" モードで、 「音色の選択」を行います。
本機は、工場出荷時において本体内部のメモリーに、サンプルとしての “50音色”を記憶させていま

す。カーソル・キー【 A V] または、 ‘‘フット・スイッチ’'で、 「ライプラリー・ナンパー」を

選択します。この「ライブラリー・ナンバー」は、 <CONTROLKNOB] でも選択できます。

◇それでは、工場出荷時の音色を使用して、浪奏してみましょう。

①ォーディオ・ミキサー、アンプ等に本機の【LINE OUT) が正しく接続されているかを確認して下さ
い。ヘッドホンを使用の場合、その音量は、 【VOLUME) で調節してください。

②続いて、 “PACKET" スクリーンで、 (SOFT KEY 1 げRGRM〕）を押します。
すると、 “PROGRAM MENU" スクリーンが現れます。

③つぎに、この ‘‘PROGRAM MENU" スクリーンで、 <SOFTKEY 3 (LIBRY〕）を押します。
すると、 ‘‘LIBRARY MENU’' スクリーンが現れます。
カーソル・キー【 A V) または、 <CONTROLKNOB) で、 「ライプラリー・ナンバー」を選択し
ます。そして、 ‘‘キーボード”で演奏を行いします。

3. 5 マスター・チューン

演奏において、他の楽器の音程と本機の音程を合わせるには、 “マスクー・チューン”というモード

を呼び出します。 【 MENU] キーを押してください。すると、—-MENUーーというウインドー・スクリーン
が現れます。
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①まず、 <DATAENTRY】キーの〔 3 〕を押します。すると、 —<MASTER TUNE>ーというウイソドー・
スクリーソが現れます。

続いて、 [CONTROL KNOB】を回して、 「チュ

ーニング」を行います。音程の可変範囲は、

〔ー 50七ント～十 50〕セントです。本機は、
"A=440 Hz" を〔〇〕としています。

INTERNA 

VOICE MO 

-< MASTERTUNE>-

旦
人

l

•• 

lary U/D 

土 l □ > 

EDIT 

SHIFT 

PRGRM 

②この「チューニング」を完了したら、 <SOFTKEY】のいずれかを押して下さい。

3. 6 トランスポーズ

"PACKET" "PROGRAM" スクリーソにおいて、

INTERNA 

EDIT 

-< TRANSPOSESET* >-

1 9 9 | 9 9 9 1 9 9 1 9 9 9 1 | 
• 

C 

•• 

gram U/D 

□ > 
SHIFT 

PAIIBT 

<SOFTKEY 4 げRNSP〕】を押します。

-< TRANSPOSESET C 〉ーというウインドー・
スクリーンが現れます。

そして、 <CONTROLKNOB] を回すと、半音ス
テップで音程が変わります(tが移動し、＊

印の位置に、その音程を表示します）。
トランスポーズをセットし終えたら、いずれ
かの【SOFT KEY】を押します。

パケット、プログラムにはメモリー出来ませ

ん。
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第 4 章 EWI/EVIによる演奏

VX600 は、工場出荷時において、本体内部のメモリーに、 「50音色」が記憶されています。

この音色を使って、 “AKAi EWI 1000" または “AKAi EVIlOOO" で浪奏する方法を説明します。

4. 1 コントローラー(EWI 1000, EVI 1000) の接続

①VX600 の電源を “OFF’' にして、 VX600 の【LINE OUT】を、オーディオ・ミキサーなど

の “LINE IN" に接続するか、 VX600 の【PHONES】に「ヘッドホン」を接続して下さい。

②つぎに、 “AKAi EWI 1000" または “AKAi EVIlOOO" に付属している「専用接続ケーブル」を用意し

て、コネククー・プラグの一方をコントローラー (EWI1000/EVl1000) の端子に差し込み、もう一方

のコネククー・プラグを本機のリア・パネルに装備されている【 INSTRUMENT】端子に接続します。

ご注意： 「専用接続ケーブル」は、マルチ・ケープルですから、強く引いたり、よじったり、

乱暴に扱うと断線の原因になります。 【 INSTRUMENT】端子におけるコネククー・プラ

グの抜き差しは、必ずコネククー・プラグを持って行ってください。
_ 

4. 2 各センサーに対する調整

①コントローラー (EWI1000/EVI 1000) を接続し終わったら本機の電源を ‘‘ON" Iこしてください。

"AKA I professional VX  6 0 0’' という表示の後、 “PACKET" スクリーンが現れます。

②まず、 <BREATH/ADJUST】を調整します。
コントローラーの“マウス・ピース'’へ息を吹き込まずに、 【 ADJUST】ノブを右に回し、 LEDが

点灯し始めるポイントを探します。

LEDが点灯したら、その I プを若千‘‘左に回して ’'LEDを消灯させます。

これで、 【 BREATH/ADJUST】の調整が完了です。

③つぎに、 <GLIDE/ADJUST】を調整します。
EWllOOO の場合、コントローラーの“グライド・プレート’'を触れずに・

EVllOOO の場合は、 “マウス・ピース’'をくわえずに、調整を行います。
調整の要領は【BREATH/ADJUST】と同じです。

まず、 【 ADJUST] ノブを右に回し、 LEDが点灯し始めるボイントを探します。

LEDが点灯したら、そのノプを若干‘‘左に回して ’'LEDを消灯させます。

これで、 【 GLIDE/ADJUST】の調整が完了です。

④続いて、 【 BEND/ADJUST】を調整します。
コントローラーの‘‘ベンド・プレート’'を触れずに、調整を行います。

調整の要領は、 【 BREATH/ADJUST】と【 GLIDE/ADJUST】に同じです。
まず、 【 ADJUST】ノブを右に回し、 LEDが点灯し始めるボイントを探します。

LEDが点灯したら、そのノプを若干“左に回して’'LED を消灯させます。

これで、 【 BEND/ADJUST】の調整が完了です。
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4. 3 音色の選択

①ォーディオ・ミキサー、アンプ等に木機の【LINE OUT】が正しく接続されているかを確認して下さ
い。ヘッドホンを使用の場合、その音量は、 【VOLUME】で調節します。

②まず、 “PACKET" モードで、 [SOFT KEY 1 げRGRM) 】を押し・・・
"PROGRAM MENU" スクリーンを呼び出します。

そして、 <SOFTI＜町 3 〔 LIBRY〕】を押し、 “LIBLARY MENU" スクリーンを呼び出します。

③続いて、カーソル・キー【 A V 】か、 <CONTROLKNOB】を操作して、 「ライブラリー・ナン
バー」をスクロールします。 [ L 4 5 [ EW  I # l ]〕を探し出し、セットします。

この音色は、 ‘、 AKAi EWilOOO/EVllOOO" での演奏に適した音色のひとつです。

それでは、 ‘、 AKAi EWilOOO/EVllOOO’' で試しに演奏を行ってください。
出カレペルは、フロント・パネルの【VOLUME】で調節します。

ご注意！ 50音色の内、 “AKAi EWil 000 /EVllOOO" での演奏に適した音色は、 L45、 L46、 L47、
L50です。

4. 4 ブレス・コントロール

"AKAi EWll 000/EVllOOO" での演奏で、最も特徴的であるのが「ブレス・コントロール」です。

息圧の変化に応じて、 〔音程〕、 〔音色）、 〔音量〕が変化し、表現力豊かな演奏が行えます。

"LIBRARY MENU" において選択した音色、 [ L 4 5 [ EW  I # l ])を使い、息圧に変化
を与えて演奏を行ってみましょう。息圧を強くして演奏すると、音色が‘‘プライト'’になり、音量が
大きくなります。また、息圧を弱くして演奏すると、音色が‘‘ソフト'’になり、音羹が小さくなりま
す。 ‘、 AKAi EWllOOO/EVllOOO’' の「ブレス・センサー」から出力されるアコースティック・エンベロ

ープによる演奏をマスクーすることにより、表現力豊かなパフォーマンスが得られます。

4. 5 バイブレーション

試奏において、音色〔 L 4 5 [ EW I # 1 J〕を選択している場合・・・
フロソト・パネルの [VIBRATE KNOB】を調節するだけで、演奏表現に適した“ビブラート”の深さが

得られます。使用するコントローラーが、 EWilOOO の湯合、コントローラーの“マウス・ピース’'を

小刻みに噛むことにより一、また、 EVIlOOO の場合は、コソトローラーの“バイプレーション・レ

バー”を小刻みに動かすことで、各種の‘‘バイブレーション効果’'が得られます。
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4. 6 ピッチ・ベンド

つぎに、 “ピッチ・ベンド’'を行ってみましょう。

フロント・パネルの (BEND/WIDTH) ノブを“右に回す”と、ベンド巾が大きく変化します。

ご注意： もしも、 【 BEND/WIDTH】ノブを調節したとき、 LEDが点灯状態になり続けた場合、
再度、 【 BEND/ADJUST) を調整してください。

4. 7 グライド効果

つぎに、音程の‘‘グライド効果”を演出してみましょう。

EWllOOO を使用の場合、コントローラーの‘‘グライド・プレート’'を指でクッチし、 EVllOOO を使用

の場合は、コントローラーの“マウス・ピース’'を噛むことにより“グライド効果’'が得られます。

そして、 【 GLIDE /TIME】ノブを“右に回す’'と、音程が変化する時間を〔長く〕できます。
上手に【GLIDE/TIME) を調節すると、効果的な‘‘グライド’'が得られます。

ご注意： もしも、 【 GLIDE/TIME】ノブを調節したとき、 LEDが点灯状態になり続けた場合、

再度、 【 GLIDE/ADJUST】を調整してください。

4. 8 マスター・チューンとトランスポーズ

本機の音程を、他の楽器と合わせるための‘‘チューニング’'は、第 3 章「3.5 マスクー・チューン」
／で説明した要領で行います。

また、 “トランスボーズ’'は、第 3 章「3.6 トランスボーズ」を参照してください。

注： 工場出荷時において、本体内部のメモリーに、 「 50音色」が記憶されていますが．．．

"AKAi EWilOOO/EVllOOO" での演奏に適している音色と、キーボードでの演奏に適している音

色とがあります。

キーボードでの禎奏に適している音色を選んだ場合、 “AKAi EWilOOO/EVllOOO" では演奏し難
いと思います。これは、故障ではありません。

試奏を繰り返し、 ‘、 AKAi EWil 000/EVllOOO" での演奏に適している音色を探したり、音づくり

を行って下さい（音づくりの方法は、第 5 章を読んで下さい）。
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第 5 章 音づくりのしかた

5. 1 ライブラリーのエディット

シンセサイザーの「音づくり」は、音に関する知識が豊富であることが大切です。それぞれの音色に

おける特徴をよく知っておく必要があります。また、 「音のパラメーク」と “VX600 のパラメー

タ”との関連をいちはやく理解することが重要でもあります。

vx 6.0 0 での音づくりは、 40字 X8 行というワイドな‘‘液晶グラフィック・ディスプレイ”に表示

されるスクリーン上で、各「パラメーク」を設定して行います。また、 VX600 は、より機能的に

音づくりが行えるように、 ‘‘モジュレーション・マトリックス・システム'’を採用し、 「アナログ・

シンセサイザー」としては、音づくりの可能性を高めています。

音づくりに関する基本的な「パラメータ」と、 「モジュレーション・マトリックス」は．

"LIBRARY" のモードに属します。 なお、ここで説明する各ニディット・スクリーンにおける設定値

は、いずれも最大値または、最小値で示しています。そして、音づくりを行う前に、必ず‘‘キャリブ
レーション”を行ってください。

VX600 は、ライブラリーに「工場出荷時の音色」がメモリーされています。

従って、 「ライブラリー・ナンバー」をセットすると、その音色名が表示されます。

音づくりを行う場合、 「エ楊出荷時の音色データ」を更新するという形式で、作業を行うことに

なります。もしも、 「工場出荷時の音色デーク」を保存しておきたい場合は、以下の操作を行う以前

に、必ず別紙にメモするか、 「メモリー・カード」にデータをセーブして下さい。

5.1.1 V COグループのエディット・スク I)_---ン

①それでは、 “PACKET" モードにおいて、 <SOFTKEY 1 げRGRM) 】を押し・・・
"PROGRAM MENU’' スクリーンを呼び出してください。

そして、 <SOFTKEY 3 (LIBRY〕】を押し、 “LIBRARY MENU" スクリーンを呼び出します。
つぎに、カーソル・キー【 A VI か、 <CONTROLKNOB】を操作して．．．
これから、音づくりを行う「ライブラリー・ナンバー」をセットします。

VX600 は、ライプラリーに「工場出荷時の音色」がメモリーされています。

従って、 「ライブラリー・ナンバー」をセットすると、その音色名が表示されます。

②続いて、 ‘‘LIBRARY MENU" スクリーンにおいて、 <SOFTKEY 1 〔印IT〕】を押します。
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"EDIT LIBRARY" のモードに入り、音色パラメークの一部、 “VCO グループ”のユディット

スクリーンが現れます。

INTERN址＿ L** [********] 

FREQ=+24 VC0-1 SYNC OFF VC0-2 FREQ=-24 
FINE=+50 L__J___j L__J___j FINE=-50 

WAVE=[回l2S] BALANCE= 50 匝〗区］巨］
PW= 00 - 1---J----l n_ PW= 99 
VCF FM • EG LFO MOD QUIT 

このスクリーンには、 “VC0-1" と “VC0-2"

という、 2 つの VCO グループに関するセク

ションがあります。

各数値等の設定は、 “CURSOR KEY’' と【 CONT
ROL KNOB】で行います。



それでは、このスクリーンにおける各フ、イールドについて説明します。

芦 これは、 vco の基本音域を設定するフィールドです。設定値は〔ー24~00~+24〕の範囲

です。一般の“フィート値’'に換算する表を下記に示します。

Value Feets 
-24 32' 

-12 16' 

00 8' 

+12 4' 

+24 2' 

旦 これは、 vco の音程を‘‘セント単位’'で微調整できるフィールドです。

設定値は〔ー99~00~+99〕の範囲です。

塾 これは、 vco の“音瀕波形'’を設定するフィールドです。口という状態で、その波形出

力が〔 OFF 〕になり、 四という状態で〔三角波： ON 〕、そして、国］ という状
態で鋸歯状波： ON〕となります。もしも、 区］ と匝］の双方を同時にセットした場
合、 ‘‘三角波’'と‘‘鋸歯状波’'がミックスされます。この設定は、 <CURSORKEY] と、

<CONTROLKNOB] で行います。

四 これも、 vco の“音源波形’'を設定するフィールドです。但し、‘‘矩形波”の「バルス

巾（デューティ）」を設定するフィールドです。設定値ぱ〔 0(),---,99〕の範囲です。 [ 00]

に設定した場合、 （矩形波： OFF 〕という状態になります。 99でデューティ 50％になり

ます。

口
Value 50 Value 99 

BALANCE これは、各vco グループの出カレペルを設定するフィールドです。

"VCO 1" と ‘‘vco 2’' をミックスする湯合は、双方のレベルを適宜設定します。

また、いずれかの “vco 2" の出力を〔 OFF 〕にしたい場合は、 設定値を〔00〕にセッ

トしてください。

SYNC これは、 2 つの VCO グループを‘‘シンク動作’'させるフィールドです。

"SYNC" の〔 ON/OFF〕設定は、 [CURSOR KEY] と【 CONTROL KNOB] で行いま
す。 2 つの VCO グループを‘‘シンク動作’'させ、その 2 つのVCO グループから出力さ

れる波形をミックスすることによって、より複雑な音源波形が得られ、音づくりの可能性

が広がります。

* 
これは、 “ノイズ’'を音源とした音づくりする時にセットします。 “ノイズ’'を表す図形

が現れている状態にすると〔 ON〕です。この設定は、 <CURSORKEY) <CONTROLKNOB)~ 
で行います。
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また、 <CONTROLKNOB) を右に回していくと、 〔 EXT 〕という表示が現れます。

これは、外部の音源出力（オーディオ信号）を (EXT IN) に接続し、 VX600 ので音色
を加工する場合にセットします。

5.1. 2 V CFグループのエディット・スクリーン

つぎに、 ‘‘VCO グループ’'のニディット・スクリーンにおいて、 (SOFT KEY 1 げCF〕】を押して

みましょう。すると、 ‘‘VCF グループ”の

エディット・スクリーンが現れます。

これも、数値の設定は．．．

<CONTROLKNOB) で行います。
INTERNAL L•• [ ******** J 

-------VCF-------

CUTOFF------=99 

RESONANCE---=99 

PITCH FOLLOW=99 

VCO FM EG 

HIGH PASS FILTER~99 

LFO MOD QUIT 

それでは、このスクリーンにおける各フィールドについて説明します。

CUTOFF これは、 ‘‘カット・オフ・フレケンシー'’を設定するフィールドです。

設定値は〔〇0,-..,99〕の範囲です。数値を〔00〕に設定した場合は、 “カット・オフ・
フレケンシー’'が最低になり、数伯を〔 99〕に設定した場合“カット・オフ・フレケ

ンシー’'が最高（可聴周波数帯域外）になります。 VCF の動作は、 「ロー・バス・
フィルクー」です。

Level 

value down ｢, : c:> Value up 

.Low pass filter 

゜

Low 
I , 
Cut off frequency 

Frequency 
High 

HI-PASS これは、 「ハイ・パス・フィルター」です。

このフィールドの数値を変えると、ハイ・パス・フィルクーの“カット・オフ・フレ

ケンシー’'が変わります。設定値は〔 00~99〕の範囲です。数値を〔00〕に設定した

場合は、 ‘‘カット・オフ・フレケンシー’'が最低（可聴周波数帯域外）になり、数値

を〔99〕に設定した場合‘‘カット・オフ・フレケンシー’'が最高になります。
Level 

r, Value downｷ Value up~ 
l 

' l 

' ; High pass f i I ter , 

゜

1 , ., 
Low Cut off frequency 

Frequency 
High 
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RESONANCE これば、 ‘‘レゾナンス'’を設定するフィールドです。

設定値は〔 00~99〕の範囲です。数値を〔〇〕に設定した場合、 ‘‘レゾナンス’'が最

低になり、数値を〔99〕に設定した場合、 “レゾナンス’'は最高になります。

PITCH FOLLOW これは、 “キー・ノート”の高低に応じて、 “カット・オフ・フレケンシー’'を移動

させる場合に設定するフィールドです。一般的に「キー・フォロー」とも呼ばれてい

るパラメークです。設定値は〔00~99〕の範囲です。 (80〕でオククーブの関係にな

ります。数値を (00〕に設定した湯合、 “ピッチ・フォロー”の効果は得られませ

ん。

5.1. 3 フレケとシー＿．ーモジュレーションと V C A グループのエディット・スクリ—;..,

つ挙に、 “VCF グループ’'のニディット・スクリーンにおいて、 [SOFT KEY 2 〔収〕】を押してみ

ましょう。すると、 “フレケンシー・モジュ

レーション (FM)" と “VCA グループ'’

INTERNAL L*• [ ******** J のニディット・スクリーンが現れます。

-------FM------- -------VCA------- このスクリーンには、 2 つのセクションがあ

ります。各数値の設定は．．．DEPTH -99 LEVEL-99 

-DESTINATION-

VC02==>****

VCO VCF. EG LFO MOD QUIT 

DEPTH これば・・・

[CURSOR KEY】と［ CONTROL KNOB】で行いま

す。
それでは、まず‘‘フレケンシー・モジュレー

ション (FM)" の各フィールドについて説

明します。

“フレケンシー・モジュレーション (FM)" の深さを設定するフィールドです。

設定値は〔〇｝崎9〕の範囲です。数値を〔00〕に設定した場合は、 ‘‘フレケンシー・

モジュレーション (FM)’' の効果は得られません。

DESTINATION "フレケンシー・モジュレーション'’を〔vco 1 〕に設定すると、 「非整数倍の

高調波」を多分に含む‘‘金属的’'な音色をつくる湯合の音源波形が得られます。

また、 “フレケンシー・モジュレーション”を〔VCF 〕に設定すると、 「歪み惑の

ある音色」が得られます。

◇つぎに、 “VCA グループ’'のフィールドについて説明します。

LEVEL これは．．．

この“ライブラリー・ナンバー”の音色における「基本的な音盪」を設定するフィー

ルドです。設定値は〔00~99〕の範囲です。

数値を〔 00〕に設定した場合はこの音色は出力されません。

人y 
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5. 1. 4 エンベロープ・ジェネレータ・グループのエディット・スクリーン

つぎに、 “フレケンシー・モジュレーション (FM)" と、 “VCA グループ’'のエディット・スク

リーンにおいて、 [SOFT KEY 3 〔郎〕】を押
してみましょう。すると、 “ニンベロープ・

INTERNAL LOl [ BASS-1 J 

DLY ATK DCl DC2 SUS RES 

EGl 00 00 60 60 43 11 

EG2 00 60 60 60 60 00 

EG3 00 20 80 99 04 

vco VCF FM LFO MOD 

DEP VLO 

90 20 

00 00 

99 00 

QUIT 

ジェネレータ・グループ (EG)" のエディ

ット・スクリーンが現れます。

VX600 は、 1 ボイスにつき、 3 つの‘‘=
ンペロープ・ジェネレーク・グループ’'があ

ります。各数値の設定は、 [CURSOR KEY】と

[CONTROL KNOB】で行います。

3 つの “EG グ）レープ’'は、 「モジュレーション・マトリックス」で、 V CO  (FREQ, PW) 、 VCF

(CUTOFF, RESONANCE) 、 VCA (AMP) のそれぞれに独立したエンペロープ・カーブを設定できます。

また、 LFO の “SPEED" や、 “DEPTH" 、そして FMの ‘'DEPTH’' なども、 ニンベロープ・ジェネレ

ークで制御できます。

それでは、このスクリーンにおける各フィールドについて説明します。

illJ'. これは、 “DELAY TIME’' を設定するフィールドです。 ‘‘エンベロープ・ジェネレーク”にお

けるこのパラメークは、複数の音色を‘‘時間差’'を以て発音させる場合に設定します。

Level 

’’ 

Decay time 1 

, , 
Sustain level 
: 

:.--i Delay tyme 
' 

Note on 

Release time 
ヽ

Time 

Note off 

通常、 ‘‘DELAY TIME’' は〔 00〕に設定して音づくりを行います。そして、後に複数の音色と

組み合せ、最も効果的な “DELAY TIME" を設定します。設定値は〔00~99〕の範囲です。

数値を〔99〕に設定した場合、 “DELAY TIME"' は最長になります。

皿 これは、 “ATTACK THIE" を設定するフィールドです。

設定値は〔00~99〕の範囲です。

数値を〔99〕に設定した場合、 “ATTACK TIME" は最長になります。
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DECl これは、 ‘‘DECAY Tl迎 l" を設定するフィールドです。

設定値は〔00~99〕の範囲です。

数値を〔99〕に設定した褐合、 “DECAY TIME 1’' は最長になります。

近認 これは、 “DECAY TIME 2" を設定するフィールドです。

設定値は〔00~99~—一〕の範囲です。
数値を〔―-〕に設定した場合、 “DECAY TIME 2’' は機能しません。

謳 これは、 “SUSTAIN· LEVEL" を設定するフィールドです。

設定値は〔 00~99〕の範囲です。

数値を〔99〕に設定した場合、 “SUSTAIN LEVEL’' は最大になります。

匪 これは、 “RELEASE Tl曲”を設定するフィールドです。

設定値は〔 00~99〕の範囲です。

数値を〔 99〕に設定した場合、 “RELEASE THIE’' は最長になります。

証 これは、 “DEPTH’' を設定するフィールドです。

設定値は〔 0(),-,99〕の範囲です。数値を〔 99〕に設定すると “DEPTH" は最大になります。

謳 これは、キー・ペロシティの強さに対応させるバラメークです。

設定値は〔00~99〕の範囲です。

数値を〔 99〕に設定した場合、効果が最大になります。

これは、 ‘‘キーボード’'を弾き、その効果を確認しつつ設定します。

5.1. 5 L F 0 グループのエディ"l__ト・スクリーン

つぎに、 “EG" のエディット・スクリーンにおいて【SOFT KEY 4 几FO〕】を押してみましょう。

すると、 ‘‘LFO グルーりプ”のエディット・

INTERNAL 

< LFOl >
< LF02 >

vco VCF 

LOl [ BASS-1 J 

WAVE SPEED DELAY DEPTH 

90 00 00 

20 04 99 

FM EG MOD QUIT 

スクリーンが現れます。 VX600 は、 1 ボ

イスにつき、 2 つの “LFO グループ’'があ

ります。各数値の設定は【 CURSOR KEY】と

<CONTROLKNOB】で行います。 2 つの “LF
O’' は、 ［モジュレーション・マトリック

ス」で・・・

V CO  (FREQ, PW) 、 VCF (CUT-OFF, REｭ

SONANCE) 、 VCA (AMP) 、 FM (DEPTH) のそ

れぞれに独立したモジュレーションが設定で

きます。
それでは、このスクリーンにおける各フィールドについて説明します。

WAVE これは、 LFO /J)“波形’'を選択するフィールドです。

波形は、 「三角波」、 「鋸歯状歯（正）」、 「鋸詣状歯（負）」、 「対称矩形波」の 4種が

選択できます。選択は【CONTROL KNOB】で行います。
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麟 これは、 LFO の‘‘周期’'を設定するフィールドです。

設定値は〔00~99〕の範囲です。

数値を (99〕に設定した場合、 ‘‘周期”が最速になります。

DELAY これは、 LFO の‘‘ディレイ・タイム”を設定するフィールドです。

設定値は〔00~99〕の範囲です。数値を〔 99〕に設定した場合、 ‘‘ディレイ・タイム’'が最

長になります。

Depth 
Speed 

Time 
←ぅ

Delay time 

I 
Note on Note off 

この「ディレイ・タイム」を設定すると、 “ノート・オン’'時から僅かに遅れて、モジュレ

ーションがかかる、という動作が得られます。音づくりを行うときは、数値を〔 00〕に設定
し、演奏する曲に応じて、この「ディレイ・タイム」を設定すると効果的です。

且 これは、 LFO の‘‘デプス’'を設定するフィールドです。

設定値は〔00~99〕の範囲です。

J数値を〔99〕に設定した場合、 ‘‘デプス’'が最大になります。

●以上が、音づくりを行う上で、最も基本的なパラメータです。 VX600 は．．．

vco グループ

28 

VCF グループ

FM, VCA グループ

EG グループ

LFO グループ

ーという、 5 つの“ブロック’'と、外部 (MIDI, EWI 尼VI, PEDAL SWITCH, PEDAL VOLUME 等）

からの各種モジューレーションを自在に接続し合える“モシュレーション・マトリックス’'の機

能を装備しています。詳しくほ、次の項で説明いたします。



5. 2 vx 6 0 0 のモジュレーション・マトリックス

それでは、各＝ディット・スクリーンにおいて、 <SOFTKEY 5 ⑬OD〕】を押してみましょう。

“モジュレーション・マトリックス”のエデ

ィット・スクリーンが現れます。

このスクリーンには、 4 つのフィールドがあ

りますが、このフィールドを説明する前に、

“モジュレーション・マトリックス”につい

て理解を深めて頂きましょう。下図は、 ‘‘モ

ジュレーション・マトリックス・システム'’

の基本原理を説明するものです。

INTERNAL L•• [ ******** J 
--MOD----SOURCE----DEPTH---DESTINATION--

01: EG-1 OUT +99 VCA AMP 

02: LF07l OUT +10 VCOl,2 FREQ 
03: EG-3 OUT -28 CUTOFF 

vco VCF FM EG LFO QUIT 

< DESTINATION>
VCO 1 FREQ VCO 2 FREQ GLIDE TIME RESONANSE 

EG-1 DEPTH 

< SOURCE>

KEY GATE 

EG-1 OUT 

EG-2 OUT 

LF0-1 OUT 

LF0-2 OUT 

VELOCITY 

PRESURE 

VOL.PEDAL 

' ' l 
M.Bn** 

' 」

VCO 1 PW VCO 2 PW CUT OFF 

9,'~ 

十—-----—+>
図中の●印は、〈 DEPTH 〉フィールドの数値を〔ー99~-01 〕 あるいは、 〔＋01~+99〕の範囲で設定

していることを示します。

VX600 の‘‘モジュレーション・マトリックス・システム’'は、―-SOURCEーー側に〔 17個〕のパラメ

ークが、そして、—-DEST!NATI ON-—側に〔 19個〕のパラメークが格納されています。

それでは、 ‘‘モジュレーション・マトリックス’'のエディット・スクリーンにおける、 4 つのフィー

ルドについて説明します。

鱈 これは‘'モジュレーション・マトリックス番号'’です。

フロント・パネルの【 CONTROL KNOB】を回すと‘‘モジュレーション・マトリックス'’

が組まれている数の上限まで表示します。最大、 〔 10個〕まで“モジュレーション・

マトリックス’'を組むことができます。したがって、表示は〔01~10〕の範囲ですQ
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SOURCE 
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これは、 ‘‘モジュレーション・マトリックス’'の「ソース・パラメーク」です。

このフィールドには、 〔 17個〕のパラメークが格納されています。

ヵーソルを、—-SOURCE-—に合わせ、 [CONTROL KNOB】を回すと、つぎに示す〔 17個〕
のパラメークがスクロールされます。

KEY GATE キーボードからの “Not e on/Note off信号（ゲート）’'です。

主な接続先 • VCA AMP GLIDE TIME 

注）もしも、 「＝ンベロープ・ジニネレーク」が “VCA AMP" に接続されている場合

同時に‘、KEY GATE’' を ‘‘VCA AMP’' に接続すると、 VCA に対する「＝ンペロー

プ・カーブ」が‘‘キー・ゲート”による動作となります。

L e > e ー ~ 

EG 1 OUT 

EG 2 OUT 

EG 3 OUT 

LFO 1 OUT 

LFO 2 OUT 

VELOCITY 

KEY GATE 

Time 
Note on Note off 

＝ンベロープ・ジニネレーク・グループ： 1 の“出力信号’'です。

＝ンペロープ・ジェネレーク・グループ： 2 の‘‘出力信号’'です。

＝ンベロープ・ジェネレーク・グループ： 3 の“出力信号”です。

主な接続先 ⇒ VCOl, 2 FRQ 

VCO 1 FREQ VCO 1 PW 

VCO 2 FREQ VCO 2 PW 

CUT OFF RESONANCE 

FM DEPTH VCA AMP 

LFO 1 SPEED LFO 1 DEPTH 

LFO 2 SPEED LFO 2 DEPTH 

LFO グループ： 1 の“出力信号'’です。

LFO グループ： 2 の“出力信号”です。

主な接続先 c;, VCOl, 2 FRQ 

VCO 1 FREQ 

VCO 2 FREQ 

CUT OFF 

FM DEPTH 

VCO 1 PW 

VCO 2 PW 

RESONANCE 

VCA AMP 

キーボードからの“キー・ベロシティ信号’'です。

主な接続先 c;, VCO 1 PW 

CUT OFF 

FM DEPTH 

EG 1 DEPTH 

VCO 2 PW 

RESONAi'lCE 

VCA AMP 

EG 2 DEPTH 

,: 



PRESSURE キーボードからの‘‘キー・プレッシャー信号’'です。

主な接続先 = VCOl,2 FRQ 
VCO 1 FREQ VCO 1 PW 

VCO 2 FREQ VCO 2 PW 

CUT OFF RESONANCE 

FM DEPTH VCA Ai"¥JP 

LFO 1 SPEED LFO 1 DEPTH 

LFO 2 SPEED LFO 2 DEPTH 

OSC BALANCE 

VOL.PEDAL ペダル・ボリュームからの“コントロール信号’'です。

主な接続先 = VCOl,2 FRQ 
VCO 1 FREQ VCO 1 PW 

VCO 2 FREQ VCO 2 PW 

CUT OFF RESONANCE 

FM DEPTH VCA Al浦

LFO 1 SPEED LFO 1 DEPTH 

LFO 2 SPEED LFO 2 DEPTH 

EW.BREATH EWI /EV] からの“ブレス・コントロール信号’'です。

主な接続先 = VCOl,2 FRQ 
VCO 1 PW VCO 2 PW 

CUT OFF RESONANCE 

FM DEPTH VCA MIP 

EG 1 DEPTH EG 2 DEPTH 

OSC BALANCE 

注）もしも、 「エンベロープ・ジェネレータ」が、上記のパラメータに接続されてい

る場合、 ‘‘ブレス・コントロール信号’'を同時に接続すると、上記のパラメータ

に対する「エンベロープ・カーブ」が、プレス・コントロール信号からの「アコ

ースティック・エンペロープ・カープ」による動作となります。

したがって、 ‘、 AKAi EWilOOO/EVllOOO" による演奏では、 「エンベロープ・ジェ
ネレ＿夕」を使用せずに、 ‘‘ブレス・コントロール信号’'からの「アコースティ

ック・エンベロープ・カープ」による音づくりを行う方が自然な発音が得られ、

演奏も容易です。

EW. VIBRAT EW! /EV] からの“バイブレーション・コントロール信号’'です。

主な接続先 cs> VCOl, 2 FRQ 

VCO 1 FREQ 

VCO 2 FREQ 

CUT OFF 

FM DEPTH 

VCO 1 PW 

VCO 2 PW 

RESONANCE 

VCA AMP 
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EW.BEND EWI /EVI からの“ベンド・コントロール信号’'です。

主な接続先 c;, VCOl, 2 FRQ 

VCO 1 FREQ 

VCO 2 FREQ 

CUT OFF 

FM DEPTH 

VCO 1 PW 

VCO 2 PW 

RESONANCE 

VCA AMP 

EW.GLIDE EWI /EVI からの‘‘グライド・コントロール信号’'です。

主な接続先 c;, GLIDE TIME 

M. PRESSUR MID]による外部からの“キー・プレッシャー信号’'です。

主な接続先 ⇒ VCOl, 2 FRQ 

VCO 1 FREQ VCO 1 PW 

VCO 2 FREQ VCO 2 PW 

CUT OFF RESONAi'!CE 

FM DEPTH VCA AMP 

LFO 1 SPEED LFO 1 DEPTH 

LFO 2 SPEED LFO 2 DEPTH 

M.BEND MIDIによる外部からの“ペンド・ホイール・コントロール信号'’です。

主な接続先 ⇒ VCOl, 2 FRQ 

VCO 1 FREQ VCO 1 PW 

VCO 2 FREQ VCO 2 PW 

CUT OFF RESONANCE 

FM DEPTH VCA fui!P 

LFO 1 SPEED LFO 1 DEPTH 

LFO 2 SPEED LFO 2 DEPTH 

M.MODULAT MIDIによる外部からの“モジュレーション・ホイール・コントロール

信号’'です。

主な接続先 c;;, LFO 1 DEPTH 

LFO 2 DEPTH 

M. Bn 00 nn MID]による外部からの“コントロール・チェンジ・メッセージ信号'’

です。 〔〇〇〕～〔 31〕の範囲で、設定できます。

DEPTH これは、 “デプス’'を設定するフィールドです。
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設定値は、 〔ー99~00~ +99 〕の範囲です。

カーソルを、―-DEPTH—ーフィールドに合わせ、数伯が点滅する状態にし・

[CONTROL KNOB] を回わしてセットします。＇

数値を (00〕にセヅトした場合、 「接続せず」という状態に同様となります。＇



DESTINATION これは、 “モジュレーション・マトリックス’'の「接続先パラメーク」です。

ご注意！

このフィールドには、 〔 19個〕のパラメークが格納されています。

カーソルを、〈 DESTINATION 〉に合わせ、 (CONTROL KNOB] を回すと
つぎに示す〔 19個〕のバラメークがスクロールされます。

VCA AMP 

VCOl,2 FRQ 

VC0-1 FREQ 

VC0-1 PW 

これは、 「接続せず」という状態です。

VCA グループの“音量”です。

VCO グループ： 1 と 2 の“音程’'です。
VCO グループ： 1 の“音程”です。

VCO グループ： 1の“パルス巾”です。

VCO グループ： 2 の“音程’'です。

VCO グループ： 2 の‘‘パルス巾”です。

VCF グループの“カット・オフ・フレケンシー’'です。

VCF グループの“レゾナンス”です。

VC0-2 FREQ 

VC0-2 PW 

CUTOFF 

RESONANCE 

FM DEPTH VCO グループ： 1 または、 VCF グループの‘‘フレケンシー・モジ

ュレーション”です。

HIGH PASS 

EG 1 DEPTH 

EG 2 DEPTH 

LFO 1 SPEED 

LFO 1 DEPTH 

LFO 2 SPEED 

LFO 2 DEPTH 

OSC BALANCE 

GLIDE TIME 

ハイパス・フィルクーの‘‘カット・オフ・フレケンシー”です。

ュンベロープ・ジェネレーク・｀グループ： 1 の“デプス”です。

エンペロープ・ジェネレーク・グ）レープ： 2 の‘‘デプス'’です。

LFO グループ： 1 の‘‘周期”です。

LFO グループ： 1 の“デプス’'です。

LFO グループ： 2 の‘‘周期”です。
LFO グループ： 2 の‘‘デプス’'です。

VCO グループ： 1 と 2 の“音星バランス’'です。

音程の‘‘グライド効果’'です。

VX600 の音づくりは、この“モジュレーション・マトリックス＂を組まなければ、

発音できません。したがって、工場出荷時にロードされている音色のデークを参考にし
て、この‘‘モジュレーション・マトリックス”の組み込みかたを理解してください。
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5. 3 音色名の産録•更新

各パラメークの設定をし終わったら、 「音色名」を登録または更新します。

VX600 は、最大 8 文字で名称登録ができます。

「音色名」の登録·更新は、 “LIBRARY ~lENU" モードの【SOFT KEY 2 (NAME〕】を押して行います。

それでは、名称登録を行う手順を説明します。

( ‘‘LUBRARY MENU’' モードのスクリーンに戻って下さい。

そして、いまエディットしていた「ライブラリー・ナンバー」にセットします（エデットの直後で

あれば、エディットしていた「ライプラリー・ナンバー」になっています）。

②つぎに、 “LIBRARY MENU" モードの (SOFT KEY 2 〔 NAM町】を押します゜

すると、 1 文字目でカーソルが点滅します。

このカーソルは、カーソル・キー（く】、 （＞】を操作すると左右に移動します。

③名称の 1 文字目を、 <CONTROLKNOB】を回してアルファペットや記号・数字をセットします。

LOl [ A* * • * * * *]
• 

カーソル（口というサインが点滅）

④カーソJレ・キー【＞】を操作し、カーソルを2 文字目に移動させ、 2 文字目のアルファベットや

記号・数字を【 CONTROL KNOB】を回してセットします。

LOl 〔 A五＊ * * * * *]

⑤カーソル・キー【＞】を操作し、カーソルを 3 文字目に移動させ、 3 文字目のアルファペットや

記号・数字を【 CONTROL KNOB】を回してセットします。

LOl [ AkA ** * * *]

⑥カーソル・キー【＞】を操作し、カーソルを 4文字目に移動させ、 4文字目のアルファペットや

記号・数字を【 CONTROL KNOB】を回してセットします。

LOl [ AKA!**** ]

⑦文字問の“空白’'や、 ‘'余白”も【 CONTROL KNOB】を回してセットします。

LOl 〔 AKA! 口〕

⑧カーソル・キー【く】を操作すれば、カーソルが逆方向に移動しますから、文字を間違えて入力

しても、すぐ訂正ができます。

⑨名称の文字を入力し終わったら、 <SOFTKEY】のいずれかを押してください。
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5.4 つぎのことは重要です

ご注意！ もしも、リア・パネルに装備されている [PROTECT SWITCH】が〔 ON〕にセットされてい

る掲合、 PROTECTの注意が表示されエデットは出来ません。

また、 [PROTECT SWITCH】が〔 OFF 〕にセットされている場合、各パラメークのデーク
はユディットした内容に順次更新されます。

したがって、音色を創成するときは、各パラメークのデークが更新されてもよい「ライブ

ラリー・ナンバー」を選択してください。

5.5 データを更新した音色と、もとの音色との比較について／ライブラリーのコピー

VX600 は、エディットの途中で「もとの音色」と、 「パラメークのデークを更新した音色」との

比較はできません。もしも、音色の比較を行いたい場合、音づくりを行う前に、つぎの手順で操作す

ることをおすすめします。

①ます、 ‘‘PACKET" のモードで［SOFT I(Ey 1 げRGRM〕】を押します。

スクリーンが “PROGRAM MENU" モードになります。

そして、 “PROGRAM ~IENU" モードで［SOFT KEY 3 几IBRY〕】を押します。

スクリーンか ‘‘LIBRARY MENU" モードになります。

②つぎに、 “LIBRARY MENU" モードで [SOFT KEY 4 〔 c゜PYJ】をオ用します。すると‘左下図のスクリ
ーンが現れます。これは、 “LIBRARY COPY" 
モードです。このスクリーンで、あるライブ

INTERNAL LIBRARY COPY INTE脳AL

「コピー元」

LO1: [########J 
L02: 

L03: 

BANK 

[ ########J 

[ ########J 

QUIT 

「コピー先」

⇒ LOl: [########J 

L02: [########J 

L03: [########] 

BANK 

ラリー・ナンバーの「音色デーク」を、希望

するライブラリー・ナンバーに「コピー」で

きます。

③続いて、 <CONTROLKNOB】を回して、 「コビー元（もとの音色）」になる“ライプラリー・ナンバ

―’'をセットします。

INTERNAL LIBRARY COPY INTERNAL 

L 13: [ ########] 

Lll: [Flute #1] ⇒ LOl: [ ########] 

L12: [########J LOZ: [ ########] 

L13: [########J L03: [########] 

BANK QUIT BANK 
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④つぎに、カーソル・キー［＞】を押します。すると、 「コピー先」の‘‘ライプラリー・ナンバー'’

が点滅します。

INTERNAL LIBRARY COPY INTERNAL 

Ll3: [########] L42: [########] 

Lll: [Flute #1] 
L12: [ ########] 

L13: [########] 

BAi'IK.  QUIT 

s> L43: [Flute #1] 
L44: [ ######## J 

L45: [########] 

BANK 

続いて、 [CONTROL KNOB] を回して、 「コピ

ー先」の“ライブラリー・ナンバー’'をセッ

トして下さい。

そして、 [ENTER] キーを押します。

すると、 「コピー先」に、 「コピー元の音色

名」が表示され、コビーが完了します。

ご注意！ コピーすると、コピー先にストアされていた音色データはすべて失われ、コピーした音色

データになります。

⑤続いて、 [ SOFT KEY 3 〔叩IT〕］を押します。すると、 “LIBRARY MENU’' のモードに戻ります。
この時、 「コピー元のライブラリー・ナンバー」がセットされています。

そこで、 [CONTROL KNOB】を回して「コビー先」の‘‘ライブラリー・ナンバー’'をセットします。

エディットの途中で「もとの音色」との比較を行いたい場合は、各パラメータのエディット・スク

リーンにおいて、 [ SOFT KEY 6 (QUIT〕］を押し、各 “EDIT LIBRARY" のモードから、 “LIBRARY 
MENU" のモードに戻ります。

そして、 「もとの音色」である‘‘ライブラリー・ナンバー’＇と、デークを更新しつつある“ライプラ

リー・ナンバー’＇を交互に呼び出し、音色の比較を行います。

比較の結果、さらに各パラメータのデークを更新したければ・・・
"LIBRARY MENU" のモードにおいて「デークを更新しつつあるライブラリー・ナンバー」にセットし

て、 (SOFT KEY 1 〔印IT〕】を押してください。

注： この「ライプラリー・コピー機能」は、 “メモリ＿・カード’'の音色デークを．．．

カードのライブラリー（バンク A、または B) • 本体のライブラリーヘコピー

することが可能です（または、その逆）。

この場合、 「コピー元（またはコピー先）」を選択する時に、 [SOFT KEY 1 ⑬ANK〕】を押し
て下さい。

そして、 「バンク A 、 B のいずれかを選択」し、その「コピー元（またはコピー先）」である

“ライプラリー・ナンバー’'をセットします。

注： メモリー｀カードを使用していない場合、 [SOFT KEY 1 ⑬ANK〕】を押すと

<NOCARD!》というメッセージが表示されます。

シンセサイザーによる音づくりは、 「音」についての知識・経験が必要です。音に関する知識がなけ

れば、音づくりは困難です。しかし、既につくられいてる音をエディットする事は容易です。

工場出荷時にストアされている音色デークや、メモリー・カードにファイルされている音色デークを

使用して、音をつくり変えてみて下さい。
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5. 6 音づくりの手順 (EWI/EVI 編）

、、 AKAi EW!l 000 /EVllOOO" で浪奏する音色は、コントローラーの「ブレス・センサー」から出力され
る‘‘アコースティック・エンベロープ”を活用した音づくりが中心になります。もちろん、 3 つのエ

ンペロープ・ジェネレーク・グループによる音づくりもできますが、特に「吹奏楽器」としての音色

は、 ‘‘アコースティック・エンペロープ’'による音づくりの方が演奏し易く、また、表現力に富み、
より個性的なパフォーマンスが展開できます。

5.. 6. 1 音源波形の選択

VCO グループのエディット・スクリーンで、 「音源波形の選択」を行います。

INTERNAL L** [ ******** J 
FREQ-+24 VC0-1 SYNC OFF VC0-2 FREQ--24 

FINE=+50'’’’’'FINE=-50 
WAVE＝困] l2S] BALANCE-50 因〗区］ 5］
PW= oo _ 1 | 1 「エ PW= 99 

VCF FM EG LFO MOD QUIT 

□三角波口

三角波は、 ‘‘オカリナ’'、 “リコーダー'’などの音色を創成する場合に適しています。

口鋸歯状波口

鋸歯状波は、 “ストリングス（バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバス）”、 ‘‘ブラス（トラン

ペット、トロンボーン、チューバ）”、 “フルート”などの音色を創成する場合に適しています。

口非対称矩形波と対称矩形波口

もしも、音源波形を「非対称矩形波」にセットしたい場合は．．．

三角波と鋸歯状波の設定を〔口〕にして、 《PW》の数値を〔 50〕にセットしてください。

Value 99 

Value 50 非対称矩形波 50% 対称矩形波

非対称矩形波は、 “オーボエ’'、 “イングリッシュ・ホルン”などの音色を創成する場合に適してい

ます。また、 《P\V;,〉の数値を〔 99〕にセットすると、 「対称矩形波」になります。

対称矩形波は、 “クラリネット’'の音色を創成する場合に適しています。
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口波形の合成口

三角波と鋸歯状波をミックスした音瀕波形は、 “サキソフォン”を創成する場合に適しています。

また、 2 つの VCO グループを「シンク動作」させ、異なった波形と基本音域にセットすると、複

雑な音源波形が得られます。 vco のシンクにおいては、 《BALANCE》の設定も重要です。

希望する音色が得られるまで、波形と基

対称矩形波と鋸歯状波をシンクロ合成した波形例 本音域そして、 《BALANCE》設定を繰り

返し行います。

口ノイズ口

そして、 「ノイズ」も重要な音源波形です。特に、 “風の音”や‘‘波の音'’、また‘‘特殊音'’などを
創成する場合に適しています。

ノイズは、全可聴周波数帯域におよぶ音で、この音をスピーカーから発すると「ザアー」という音に

聞こえます。ノイズと他の音瀕波形をミックスすることも可能です。

5.6. 2 モジュレ_,ション・マトリックスの設定

•'，•ふ，p
愈AKAIEWI1000 /EVllOOO" の「ブレス・センサー」から出力される‘‘アコースティック・ニンペロー
：ヴ’'を活用した音づくりでは、 “モジュレーション・マトリックス’'の設定が重要です。

下図は、 VX600 を “AKAi EWllOOO/EVllOOO’' で演奏する場合における、最も基本的な‘‘モジュレ

ーション・マトリックス”の設定例です（数値は参考値です）。

,
9
 

INTERNAL L45 [EWI #1 J 

--MOD----SOURCE----DEPTH---DESTINATION--

01: [EW.BREATHJ +32 [ CUTOFF J 

02: • [EW. BREATH] + 35 [ VC0-1 PW] 

03: ｷ [EW. BREATH] +99 [ VCA AMP J 

VCO VCF FM EG LFO QUIT 

これは、 ‘‘アコースティック・ユンベロープ’'で、 vco の〔 PW〕ヽ VCF の〔 CUTOFF 〕と

VCA の〔 AMP 〕をモジュレーションする設定例です。

"AKAi EWllOOO/EVllOOO" での演奏では、 VX600 のユンペロープ・ジェネレークを用いる音づく

りの場合、演奏し難い事があります。その点、 ‘‘アコースティック・ニンペロープ’'によれば、自然
な嗅り方が容易に得られます。
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•► ~ ~ 

□--------」

EWI/EVI BREATH 

“ブレス（アコースティック・＝ンベロープ）’'の接続先は、つぎの通りです。

vco~1 FREQ こ ピッチ・エンペロープ効果

vco~2 FREQ こ ピッチ・エンベロープ効果

VC0-1 PW  E パルス・ワイズ・モジュレーション効果

vco~2 PW  こ パルス・ワイズ・モジュレーション効果

VCF  CUTOFF = ダイナミックス・トーン・カラー効果
VCF RESONANCE こ ダイナミックス・ピーキング効果

VCA  AMP ⇒ ダイナミックス・ボリューム効果

LFO  SPEED こ ダイナミックス・バイプレーション効果

LFO DEPTH こ ダイナミックス・バイプレーション効果

FM  DEPTH こ ダイナミックス・トーン・キャラククー効果

“プレス（アコースティック・エンベロープ）’'の接続先によって、以上の効果が得られます。

次に、 “バイブレーション'’に関する設定例（数値は参考値です）を下図に示します。

INTERNAL L** ******** 
--MOD----SOURCE----DEPTH---DESTINATION--

04: [EW. VIBRATJ +50 [VC0-1 FREQ] 

05: [EW. VIBRAT] +50 [ CUTOFF J 

06: [EIV. VIBRATJ +50 [ VCA AMP J 

VCO ｷ VCF FM ｷ EG LFO QUIT 

この設定例では、 “バイブレーション’'を、 VCO の〔 FRE Q〕ヽ VCF の〔CUTOFF 〕そし

て VCA の〔 AMP 〕に接続しています。

VCO  FREQ 

VCF  CUTOFF 

VCA  AMP 

⇒ ビブラート効果

⇒ グロウル、ワウワウ効果

⇒ トレモロ効果

しかし、このすべてを設定する必要はありません。 「ビブラート効果」のみでも良いのです。

もちろん、 「グロウル効果」だけでも、構いません。上手に組み合せて下さい。
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i/ 

8------~l 

EWI/EVI VIBRATION 

“バイプレーション’'の接続先におけるバリエーションは、つぎの通りです。

VCO 1 FREQ 弓 ビブラート効果

VCO 2 FREQ 弓 ビプラート効果

vco 1 PW  弓 グロウル効果

vco 2 PW  亡 グロウル効果

VCF CUT OFF 亡 グロウル、ワウワウ効果

VCF RESONANCE 亡 ワウワウ効果

VCA AMP 亡 トレモロ効果

FM  DEPTH 亡 グロウル効果

“バイプレーション”の接続先によって、以上の効果が得られます。 ‘、 AKAi EWllOOO" を使用する場

合は、 「マウス・ピース」を小刻みに噛み、 “AKAi EWllOOO" を使用する場合は、 「バイプレーショ

ン・レバー」を小刻みに動かして、 ‘‘バイブレーション’'の効果を作ります。

続いて、 “ベンド・コントロール'’に関する設定例（数値は参考値です）を下図に示します。

INTERNAL L** [ ******** J 
--MOD----SOURCE----DEPTH---DESTINATION--

07: [EW. BEND ] +50 [VC0-1 FREQ] 

08: [EW. BEND J +50 [VC0-1 PW J 

09: [EW. BEND J +50 [ CUTOFF J 

VCO VCF FM EG LFO QUIT 

この設定例では、 “ベンド・コントロール’'を、 vco の〔 FRE Q〕と〔PW〕、そして VCF の

〔 CUTOFF 〕に接続しています。

VCO FREQ 

VCO PW  

VCF CUTOFF 

⇒ ピッチ・ベンド効果

⇒ パルス・ワイズ・ベンド効果

⇒ トーン・ペンド効果
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PW 

口
EWI /EV! BEND 

“ペンド・コントロール’'の接続先におけるバリエーションは、つぎの通りです。

VCO 1 FREQ < ピッチ・ペンド効果

VCO 2 FREQ < ピッチ・ペンド効果

vco 1 PW  < パルス・ワイズ・ペンド効果

vco 2 PW  弓 パルス・ワイズ・ペンド効果

VCF CUTOFF 弓 トーン・ベンド効果

VCF RESONANCE 弓 トーン・ペンド効果

VCA AMP ヰ ボリューム・ベンド効果

LFO SPEED ヰ バイプレーション・ペンド効果

LFO DEPTH 弓 バイプレーション・ベンド効果

FM  DEPTH < トーン・キャラクク・ペンド効果

“ベンド・コントロール’'の接続先によって、以上の効果が得られます。

次に、 “グライド・コントロール”に関する設定例を下図に示します。

INTERNAL L** [ ******** J 
--MOD----SOURCE----DEPTH---DESTINATION--

09: [EW. BEND J +50 [ CUTOFF J 

10: [EW. GLIDE]. +99 [GLIDE TIME] 

vco VCF FM EG LFO QUIT 

これは、音程の‘‘グライド効果'’を得る場合に設定します。

以上のように、 ‘‘モジュレーション・マトリックス”のエディット・スクリーンにおいて、演奏に必

要とされる各パラメークを接続してください。 ‘‘モジュレーション・マトリックス’'は、最大10個の

接続をアサインできます。
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5.6. 3 V CF のパラメータをセットする

つぎに、 VCF グループの＝ディット・スクリーンで、 VCF の・

「カット・オフ・フレケンシー (CUTOFF) 」、 「レゾナンス (RESONANCE) 」等をセットします。

VCF は、 “ロー・パス・フィルター”の動作で、 VCOやNOISE等から出力される音源波形の

倍音構成を加工し、音色をつくり出します。

ただし、 《CUTOFF》の数値を〔99〕にセットした場合・

アコースティック・ユンベロープやバイプレーションなどによる「カヅト・オフ・フレケンシー」の

変化が得られません。音色にもよりますが、 《CUTOFF》の数値は、通常〔00~75〕の範囲が適当で

す。 また、 《RESONANCE》の数値を〔 70以上〕にセットした場合、 VCF は「自己発振」の動作にな

ります。また、特殊な音づくりでは《RESONANCE》の数値を〔90~99〕にセットすることがありま

す。しかし、音色にもよりますが、通常〔00~50〕の範囲でセットします。

そして、 <PITCHFOLLO町の数値を〔 99〕にセットした場合、演奏する音が、高い音程になるに従っ

て、音色が「ブライト」になり、 〔 00〕にセットした場合は、高い音程になるに従い、発音する音の
音量が小さくなります。音色にもよりますが、通常、 〔 50~80〕の範囲で、低音から高音までバラン

スのよい鳴り方になるようセットしてください。但し、 《CUTOFF》の数値が〔99〕にセットされてい

る湯合、 「ピッチ・フォロー」の効果はありません。

Level 

゜ Low 
□ハイ・パス・フィルクーロ

<? Pitch down 
l 

I 
l 

、l
Pitch up s:i 

' l 
l 
l 
l 

Cut off frequency 
Frequency 

High 

また、 “ハイ・パス・フィルクー’'も装備しています。このフィルクーも、 VCOやNOISE等か

ら出力される音源波形の倍音構成を加工し、音色をつくり出します。ただし、アコースティック・＝

ンベロープや、バイブレーションによるモジュレーションはできません。しかし、オーボ＝やハイ

ノート・トランペット等の繊細な音色を作る場合になくてはならぬフィルク＿です。
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VCF のユディット・スクリーンにある《HIGH PASS FILTER》の数値を〔〇〇〕にセットすると、ハイ

・パス・フィルクーの効果は全く得られません。

音にもよりますが、通常〔00〕もしくは、 〔 20~90〕の範囲で設定します。

VCF の“ロー・パス・フィルター”と、この“ハイ・パス・フィルター'’によって、 「バンド・バ

ス・フィルター」が形成されます。下図は、バンド・パス・フィルクーの動作を示すものです。

Level 

゜Low 
Frequency 
High 

このバンド・パス・フィルクーが形成されたとき、 VCF の‘‘レゾナンス’'を適宜設定すると、個性

的な音を作ることができます。特に、オーボ＝、ファゴットなどの音色づくりで活用します。

下図は、 VCF の“レゾナンス’'を適宜設定した場合の特性例です。

Level 

High pass filter 

゜Low 
5.6.4 V CA のレベル設定

Resonance 

Low pass filter 

Frequency 
High 

つぎに、 “FM" のエディット・スクリーンで、 VCA の「レペル」を設定します。

通常、 《LEVEL》の数値は、 〔 99〕にセットしますが、 ボリフォニックに演奏したとき、発音時に歪

みが生じた場合、この数値を下げてください。

なお、このスクリーンにおける “FM’' の《DEPTH》は、通常〔00〕に絞っておきます。
音づくりにおいて、 “FM" を行いたいとき以外は、必ず〔〇〇〕tこしてください。

5.6. 5 音色名の盈録

各パラメークの設定をし終わったら、 「音色名」を登録します。 VX600 は、最大 8 文字で名称登

録ができます。 「音色名」の登録手順については、 5. 3. 「音色名の登録」をよくお読みください。

以上、 5.6.1~5.6.5の操作で、 EWI/EVI の浪奏に適した基本的な音づくりが行えます。

また、 VX600 の工場出荷時にロードされている音色デークを参考にすると、スピーディに音づく

りがマスクーできます。
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第 6 章 マルチ・プレイ・モード

これも、 VX600 における大きな機能のひとつです。 6 ボイスのそれぞれに、異なった音色を任意

にアサインすることが可能です。しかも、各ボイスに「MIDI受信チャンネル」を指定することができ
ますから、外部のMIDI シーケンサーで、 「マルチ・トラック・プレイ」が行えます。

しかも、 ‘‘DIN13 ピン’'の【 VOICE OUT】から、 6 つのボイスが独立して出力されますから、マルチ・

プレイに大きな可能性が得られます (AKAi DIN/PHONE CONVERTER CABLE: VW-X6を使用します）。

また、 ‘、 AKAi EWllOOO/EVllOOO" を使用の場合、外部のMIDI 対応音源も、ポリフォニックに演奏
することができます。

まず、 “PACKET" モードにおいて、 <SOFTKEY 1 [PRGRM〕】を押します。 すると ‘‘PROGRA'1 MENU" 
モードになります。つぎに、このモードにおいて、 “マルチ・プレイ’'をプログラムする「プログラ

ム・ナンバー」を【KONTROL KNOB】でセレクトし、 「プログラム名」を登録します。

そして、 “PROGRM MENU" モードにおいて【SOFT KEY 1 〔即IT〕）を押してください。

すると、下記に示すスクリーンのいずれかが現れます。

L## [########JPOLY6 123456 

L## [ ########] POLYO ****** 

L## [ ########J POLYO ****** I MULTI PLAY 
L## [ ########] POLYO ****** 

L## [########] POLYO ****** 

L## [########] POLYO ****** 

MODE 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

L## [########J -L** L** L** L** L** L** 
L## c ########J ------I 
L## [########J ------1CHORD PLAY 
L## [ ########] ------Iｷ MODE 

L## [########J 

L## [ ######## J---------------------_」
LMENU. MODE SETUP TUNE CHORD QUIT 

もしも、 “CHORD PLAY MODE’' というスクリーンが先に現れたら・・・
そのモードにおいて、 <SOFTKEY 2 ⑬ODE)) を押してください。

すると、上記に示す‘、MULTI PLAY MODE’' というスクリーソになります。

このスクリーンは、 6つのボイスに対して、音色をセットするモードです。このスクリーンを開いた

時点で、 1 行目（ボイス・ナンバーの 1) のライブラリー・ナンバーが点減しています。

①この時に、 <CONTROLKNOB) を回すと、ライブラリー・ナンバーと、そのナンバーに付けられてい
る音色名が変わります。次に、カーソル・キー【 V 】を押すと、 2 行目‘（ボイス・チャンネルの

2) のライブラリー・ナンバーが点滅します。
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LOl [Bass J POLY6 123456 

L02 [Guiter J POLYO ****** 
L03 [ Trumpet] POLYO ****** MULTI PLAY 
L04 [Piano 」 POLYO ****** MODE 

L05 [Violin J POLYO ****** 
L06 [Flute 」 POLYO ****** 
LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

②つぎに、上記のスクリーンにおいてカーソJレ・キー

LOl [Bass J MONOl l••••• 

L02 [Guiter J POLYO ****** 

L03 [Trumpet] POLYO ****** MULTI PLAY 

L04 [Piano ] POLYO ****** MODE 

I L05 [Viol in ] POLYO ****** 

L06 [Ftute. J POLYO ****** 
UlENU MODE SETUP TUNE QUIT 

つまり、カーソル・キー【 V Al で、

「ボイス・チャンネル」をセレクトし・・

<CONTROLKNOB】で「ライブラリー・ナンバ
ー」のセット、という操作を行います。

この入力は、 <DATAENTRY] IT)テン・キーで
も行えます。

< > 】を押します。すると《POLY》という
表示が点滅します。 <CONTROLKNOB) を右に

回すと、これが《MONO》という表示に変わり

ます。では、 《MONO》にセットします。

続いて、カーソル・キー【 > ）を押しま

す。すると、 《MONO》の右側に表示されてい

る数字が点滅します。 <CONTROLKNOB) を左
右に回すと、数値が〔 0~6 〕の範囲で変化

します。 〔 1 〕にセットしておきます。

③続いて、カーソル・キー【 V ）を押し、さらにカーソル・キー【 く ）を押して、 2 行目の
《POLY》という表示を点減させ、

LO1 [Bass ] MON01 1***** 

LO2 [Guiter ] MON01 *2**** 

LO3 [Trumpet] MON01 **3*** 

L04 [Piano J MONOl ***4** 

L05 [Viol in J MONOl ••••5• 

L06 [Flute J MONOl *****6 

MULTI PLAY 

MODE 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

[CONTROL KNOB) を右に回し、 《MONO》とい
いう表示に変えます。

そして、カーソル・キー l > 】を押し、
その数値を【CONTROL K孤OB】で〔 1 〕iこセッ
トして下さいこの操作を繰り返し・・・

6 行目までのすべてを、 (MOMOl〕にセット

・アップします。

④このセット・アップで、 VX600 は“マルチ・モノ・モード”になり、各ボイスが「モノフォニ
ック」で発音します。これは、外部のMIDI シーケンサーで、 6 つのパートを異なる音色で浪奏する
場合に使うセット・アップのひとつです。

⑤そして、上記のセット・アップが完了したら、 <SOFTKEY 3 岱ETUP〕】を押し・・・
つきの‘、MULTI EDIT" スクリーンを開きます。次に、各ボイスの「キー・レンジ」、 「音量」、そ
して必要ならは「MIDI受信チャンネル・ナンバー」を指定します（外部のMIDI シーケンサーで、 6
つのパートを異なる音色で演奏する場合にセットします）。

45 



それでは、このスクリーンにおける各フィー

INTERNAL P** [********] MULTI EDIT ルドについて説明します。

LIBRARY---:LOl L02 L03 L04 L05 L06 各部の設定は、カーソル・キーでフィールド

KEY LOW---: 00 00 00 00 00 00 をセレクトし、その数値を【CONTROL KNOB>
KEY HIGH--: 127 127 127 127 127 127 または、•【DATA ENTRY】のテン・キーで行い

VOLUME---: 99 99 99 99 99 99 ます。

MIDI RX---: 01 02 03 04 05 06 

LIBRY MODE TUNE QUIT 

LIBRARY ライプラリー・ナンバーを表示するフィールドです。このスクリーンでも、音色の設定·

•更新が行えますが、音色名が確認できないので、このスクリーンで行うことは避け、前

に説明した、 ‘‘MULTI PLAY MODE" スクリーンで行って下さい。
このスクリーソにおいて、 <SOFTKEY 1 (LIBRY〕】を押すと、 ‘、 MULTI PLAY MODE" スク

リーンを呼び出すことができ、ライブラリー・ナンバーに付けられている音色名を確認し

ながら、各ボイスに音色を設定することができます。

そして、 ‘‘MULTI PLAY MODE" スクリーンで、 <SOFTKEY 3 岱ETUP〕】を押せば、直ちに

この ‘‘MULTI EDIT" スクリーンヘ戻れます。従って、ライプラリーから音色を選択する作

業が容易に行えます。

KEY LOW これは、各ボイスのキー・レンジを決めるフィールドです。つぎの《KEY HIGH》というフ

イールドにおける設定値とで、そのボイスにおけるキー・レンジを指定します。

KEY HIGH これも、各ボイスのキー・レンジを決めるフィールドです。 前の《KEY LOW》というフィ

ールドにおける設定伯とで、そのボイスにおけるキー・レンジを指定します。

VOLUME ボイス個々の音量を設定するフィールドです。

設定できる範囲は〔 0~ 99〕です。

MIDI RX ポイス個々に対して、 MIDI受信チャンネル〔ーでOFF, 1~16〕を任意に設定できます。

つぎに、 「マルチ・プレイ・モード」における、もうひとつのスクリーンについて説明します。

"MULTI EDIT" スクリーソにおいて、 <SOFTKEY 3 けUNE〕】を押して下さい。左下図のようなスク

INTERNAL P** [ ********]. MULTI EDIT 

TRANSPOSE---: 00 00 00 00 00 00 

TUNE----:oo 00 00 00 00 00 

MIDI TX CHANNLー：ロ
LIBRY MODE SETUP QUIT 
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リーンが現れます。これは、各ボイスの音程

を確実に揃えたり、 「デ・チューン」を行う

ことができるスクリーンです。

それぞれ、数値の設定は【 CURSOR IIBY】と
<DATAENTRY】のテン・キーで行います。



TRANSPOSE 各ライブラリーのトラソスボーズを設定するフィールドです。

TUNE ボイス個々の音程を任意にチューニングできます。

設定できる範囲はセント単位で、 〔ー99~00~ +99〕です。

MIDI TX MIDI送信チャンネル・ナンバーを指定するフィールドです。

設定範囲は〔ーでOFF~1~16〕です。

◇マルチ・ボイス・アウトの接続方法

AKAi DIN/PHONE CONVERTER CABLE: VW-X6 

_EE OUT(DIN/13P.) 
AK A I professional 

V X 6 0 0 

□ イス • 口］
AUDIO MIXER 

VX600 は、 6 ボイスを個々に出力する [VOICE OUT] を装備しています。 「コード・プレイ」や

「マルチ・プレイ」で、この [VOICE OUT] を活用して下さい。
接続には、別売の、、AKAi DIN/PHONE CONVERTER CABLE:VW-X6" を使用して下さい。

注： [VOICE OUT】の出カレベルは、フロント・パネルの [VOLUME) とは無関係です。

"CHORD EDIT’' モード、または “MULTI EDIT" モードで、各ボイスの出カレベルをセット・ア

ップして下さい。
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第 7 章 コード・プレイ・モード

これは、 VX600 における大きな機能のひとつです。自分でプログラムした“ポリフォニー・コー

・パクーン（ユニゾン、ハーモニー、オククーバー、ディゾナント・コードなど、代表的なものが

20種、工場出荷時にストアされています）’'を「ノート・キー」にアサインすることで、本機や外部

のMIDI 対応音源を、ポリフォニックに演奏することができます。

特に、 ‘'AKAi EWllOOO/EVllOOO" での演奏に威力を発揮します。

7. 1 ポリフォニー・コード・パターンの作成

注： 工場出荷時にストアされた代表的なコード (20種）を活用したい場合は、これから説明する

手順①～⑦の操作はよく読んで確認するだけにして下さい。

①～⑦の手順に従って[CONTROL KNOB】を回して DATA を変更し、もし、元に戻さない場

合、新しく変更された設定が書き込まれますので工場出荷時のコード・データが失われま
す。あらかじめメモリーカード BR-16にセーブされておくことをおすすめします。

まず、 “PACKET" モードにおいて、 [SOFT KEY 1 げRGR町】を押します。 すると ‘‘PROGRAM MENU" 

モードになります。つぎに、このモードにおいて、ポリフォニー・コードをプログラムする「プログ

ラム・ナンバー」を [CONTROL KNOB】でセレクトします。そしてー、 [SOFT KEY 1 〔即IT〕】を押して

ください。すると、下記に示すスクリーンのいずれかが現れます。 1

LH [H#H#HJ POLY6 123456 

L## [ ######## J POLYO •••••• 
LH [########] POLYO ****** 

L## [#HHH#J POLYO ****** 
LH [########] POLYO ****** 

LH [##HH##J POLYO ****** 

L!,1ENU MODE SETUP TUNE QUIT 

L## [########J 

L## [########J 

LH [ ######## J 

L## [########J 

L## [########J 

L## [ ######## J 

-L** L** L** L** L** L** 
------1 I I I I 

言：
| 

----------------------1 

LMENU MODE SETUP TUNE CHORD QUIT 

もしも、 “MULTI PLAY MODE’' というスクリーンが現れたら・・・
そのモードにおいて、 [SOFT KEY 2 ⑬ODE〕）を押してください。

すると、上記に示す ‘‘CHORD PLAY MODE" というスクリーンになります。

このスクリーンは、 6 つのボイスに対して、音色をセットするモードです。このスクリーンを開いた

時点で、 1 行目（ボイス・ナンバーの 1) のライプラリー・ナンバーが点滅しています。

①この時に、 [CONTROL KNOB】を回すと、ライプラリー・ナンバーと、そのナンバーに付けられてい

る音色名が変わります。次に、カーソル・キー[ V )を押すと、 2 行目（ボイス・チャンネル

の 2) のライブラリー・ナンバーが点滅します。
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LlO [Strings ] -LlO LlO LlO L25 L32 L40 
LlO [Strings J ------1 I. J. I I 

塁掌:gs~ ＿□言已：
L32 [ Oboe. J ------ I 
L40 [Clarinet] ----------------------! 

LMENU MODE SETUP TUNE CHORD QUIT 

つまり、カーソル・キー【 V A 】で、

「ボイス・チャンネル」をセレクトし・・・

<CONTROL!<NOB】で「ライブラリー・ナンバ

ー」のセット、という操作を行います。

この入力は、 <DATAENTRY】のテン・キーで

も行えます。

従って、異なる音色で“ポリフォニー・コー

ド’'を演奏することができるわけです。

②つぎに、上記のスクリーンにおいて【SOFT KEY 5 ⑪HORD〕】を押します。 するとキーボードを示

INTERNAL P** [ ******** J 
LIBRARY-~-------:LlO LlO LlO L25 L32 L40 

匡］01 [#########] -- --

| 11 | 9991 99 | 991|、11| 199 1 19 | 919 | 1| | 199 1 11 
LIBRY MODE SETUP TUNE ASIGN QUIT 

すスクリーンが現れます。このスクリーンで

は、つぎの手順③から④の操作で、予めプロ

グラムした任意の‘‘ポリフォニー・コード'’

を、 「C~B 間における 12のキー」に割り当

てます。そして、その「コード・ネーム」を

登録します。但し、現在、工場出荷時にプロ

グラムされた代表的なコードが20種、ストア

されています。 <CONTROLKNOB】を回すと、

ストアされている各種のコードを知ることが
できます。

③それでは、上記のスクリーンにおいて【SOFT KEY 5 〔 AS比刈 1 を押して下さぃ 0 スクリ＿ンが変

わります。このスクリーンで、任意の“ポリ

フォニー・コード”を作成します。

INTERNAL P• •[********」
LIBRARY---------:110 LlO LlO L25 L32 L40 

01 [#########] -- -- -- -- -- --

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII II |119|IIIIIIIII 

QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT 

それでは、任意の‘‘ポリフォニー・コード'’

を入力する「コード・ナンバー (01から 20ま

で）」を、 <CONTROLKNOB】でセットしま
す。

④そして、 VX600 のキーボードで、和音等のコードを入力します。コードの構成音は、最大 6 音

INTERNAL P•• [ ******** J 
LIBRARY---------:110 110 LlO L25 L32 L40 

01 [ #########] 00 +04 +07 -- -- --

| 9 9 | 9 9 9 1 9 1 | 9 9 9 1」99.1 9.9 9 | 9 9 1 9 9 9 1 9 9 | 9 9 1 1 9 9 
QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT 

まで入力できます。入力は、キーボードで 1

音づつ行います。例えば、 〔ド・ミ・ソ〕と

いう「C」の 3 和音をキーボードを押してみ
ましょう。すると押されたキーが、ディスプ

レイされます。

つぎに、キーボードからすべての指を離す

と、手順②のスクリーソに自動的に戻り、セ

レクトされていたコード・ナンバーに、

〔ド・ミ・ソ〕という 3 和音がアサインされ

ます。
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⑤そして、手順 2のスクリーンに戻ったら、入力したコードの「コード・ネーム」を登録します。

〔ド・ミ・ソ〕という「C」のコードを入力

したので、コード・ネームは (C 〕です。

INTERNAL P•• ~ I カーソル・キー［ > 】を押して下さい。
LIBRARY---------: LlO LlO LlO L25 L32 L40 

01 [H##U###J 00 +04 +07 -- -'- --

199 1999 1 991999 1491 1119 1 19 19911911 119|II 
QUIT QUIT QUITｷ QUIT QUIT QUIT 

すると、コード・ナンバーの右側にあるコー

ド・ネーム欄の 1 文字目で、カーソルが点滅

します。そこで、 <CONTROLKNOB】を回して
必要な文字・数字・記号をセットします。

⑥もしも、 [ C ] という 1 文字である場合は、下図のように、 1 文字目を〔空白〕にすると見易くな

ります。 【 CON冗OL KNOB】を左に回しきれば

INTE!lliM, P•• [ ******** J 
LIBRARY---------: LlO LlO LlO L25 L32 L40 

01 [C J 00 +04 +07 -- -- --

|191191 |19|199111|199111|991| 191991|91 
QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT 

〔空白〕を入力できます。そして、 〔 C 〕以

降も（空白〕iこしておきます。必要な文字等

を入力し終えたら・・・

<SOFTKEY】のいずれかを押します。
すると、手順⑦のスクリーンになります。

⑦このスクリーンで、いまプログラムした“ポリフォニー・コード’'は、 「コード・ナンバー 01」に

アサインされたわけです。そこで、手順③に

戻り、 「コード・ナンバー 02」に別の‘‘ボリ

INTERNAL P• •巳＊＊＊＊＊＊＊］ フォニー・コード”を作成します。

LIBRARY---------: LlO LlO LlO L25 L32 L40 

IT]Ol [ C J 00 +04 +07 -- --

|99|999|99 | 999 |991999 | 99|999|991999 |99 

LIBRY MODE SETUP TUNE ASIGN QUIT 

以上の手順を繰り返して、最大〔20種のコード〕をセヅト・アップすることができます。

7. 2 ポリフォニー・コード・パターンのキー・アサイン

つぎに、プログラムした‘‘ポリフォニー・コード・バクーン’'を、 「C~B 間における 12のキー」の

いずれかに割り当てます。各キーに、別個の‘‘ボリフォニー・コード’'を任意にアサインできます。

従って、各キーで異なった“ポリフォニー・コード’'を洟奏することが可能なのです。
それでは、工場出荷時にストアされた“ポリフォニー・コード・パクーソ’'や、自分でプログラムし

た“ポリフォニー・コード・パクーン'’を、各キーにアサインしてみましょう。
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①まず、手順②か⑦のスクリーンを開いて下さい。いま、この例では、 「C」というキーに〔 C 〕と

いうコードがアサインされています。

それでは、指 1 本で「C」キーを弾いてみて

INTERNAL P** [********] 下さい。 〔 C 〕のコードによるポリフォニー

LIBRARY---------:L1O L10 L10 L25 L32 L401 音が得られます。
C 01 [ C. J 00 +04 +07 -- --

| 191119|9919991991999 |99|991199| 999111 

LIBRY MODE SETUP TUNE ASIGN QUIT 

②つぎに、 「 c #」キーを押して下さい。この時、コード・ナンバーに注目します。もしも〔01〕以
外のコード・ナンバーが表示されたら、 <CONTROLKNOB】を回して〔01〕にセットします。そして

同じ操作を繰り返し、 「B」キーまでのすべてを〔 01〕にセットします。

そして、各キーを指 1 本で弾いて下さい。すると、 「12のキー」すべてに〔 C 〕というコードによ

るポリフォニー音が得られます。

③それでは、 「 C~B 間における 12のキー」すべてに、全く別個のコード・ナンバーを任意にアサイ

ンして下さい。手順は、 「 C」キーを押し、 <CONTROLKNOB】で任意のコード・ナンバーをセット
し、 「 c #」キーを押し、 <CONTROLKNOB】で任意のコード・ナンバーをセットする、という操作
を繰り返し、 9B」キーまでセットします。

④キー・アサインが完了したら、各キーを指 1 本で弾いて下さい。それぞれのキーで、アサインされ

たコードにより発音します。

また、 6 ボイスのそれぞれに、別個の音色がアサインされている場合、従来のシンセサイザーでは

得られなかった、極めて分厚いサウンドが容易に得られます。

7. 3 コード・プレイ・モードのセ・ソト・アップ

VX600 の大きな機能のひとつである「コード・プレイ・モード」には、もう 2 つのエディト・ス

クリーンがあります。そのひとつは、これから説明する “CHORD EDIT" スクリーンです。

上記のスクリーンにおいて、 <SOFTKEY 3 岱ETUP〕］を押して下さい。 すると、つぎのようなスク

INTERNAL P** [ ******** J 

LIBRARY---:LOQ LOO LOO LOO 

KEY LOW---: 00 00 00 00 

KEY HIGH--: 127 127 127 127 

VOLUME---: 99 99 99 99 

MIDI TX---: --

LIBRY MODE TUNE CHORD 

CHORD EDIT 

LOO LOO 

00 00 

127 127 

99 99 

QUIT 

リーンが現れます。このスクリーンは、コー

ド・プレイを行う各ボイスの「音色」、 「キ

ー・レンジ」、 「音量」そして、外部のMIDI

音源を使用する場合の「MIDI送信チャンネル

・ナンバー」などをセット・アップするもの
です。
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LIBRARY ライブラリー・ナンバーを表示するフィールドです。このスクリーンでも、音色の設定·

•更新が行えますが、音色名が確認できないので、このスクリーンで行うことは避け、前
に説明した、 “CHORD PLAY MODE" スクリーンで行って下さい。
このスクリーンにおいて、 [SOFT KEY 1 几IBRY〕】を押すと、 ‘‘CHORD PLAY MODE" スク
リーンを呼び出すことができ、ライブラリー・ナンバーに付けられている音色名を確認し

ながら、各ボイスに音色を設定することができます。

そして、 “CHORD PLAY MODE" スクリーンで、 [SOFT KEY 3 岱ETUP〕）を押せば、直ちに

この “CHORD EDIT" スクリーンヘ戻れます。従って、ライプラリーから音色を選択する作

業が容易に行えます。

KEY LOW これは、各ボイスのキー・レンジを決めるフィールドです。つぎの《KEY HIGH》というフ

イールドにおける設定値とで、そのボイスにおけるキー・レンジを指定します。

KEY HIGH これも、各ボイスのキー・レンジを決めるフィールドです。 前の《KEY LOW》というフ
イールドにおける設定値とで、そのボイスにおけるキー・レンジを指定します。

VOLUME 構成音個々の音量を設定するフィールドです。

設定できる範囲は〔 0~ 99〕です。

MIDI TX 構成音個々に対して、 MIDI送信チャンネル（ーでOFF, 1~16〕を任意に設定できます。

外部の「マルチ・ティンプルMIDI音源」を演奏するときに便利な機能です。

各部のセット・アップは簡単です。カーソル・キーで、設定を行うフィールドをセレクトして、その

数値を【CONTROL KNOB) か、 [DATA ENTRY) のテン・キーで入力します。

つぎに、 「コード・プレイ・モード」における、もうひとつのスクリーンについて説明します。

"CHORD EDIT" スクリーンにおいて、 (SOFT KEY 3 げUNE〕）を押して下さい。左下図のようなスク

INTERNAL P•• [ ******** J CHORD EDIT 
LIBRARY---:LOO LOO LOO LOO LOO LOO 

TUNE----: 00 00 00 00 00 00 

MIDI RX CHANNL--:[] ＾ヤ
LIBRY MODE SETUP CHORD QUIT 

リーンが現れます。これは、各ボイスの音程

を確実に揃えたり、 「デ・チューン」を行う

ことができるスクリーンです。

また、外部のMIDIキーボード等でVX600

をコード・プレイする褐合の、 「MIDI受信チ

ャンネル・ナンバー」を指定するフィールド

もあります。

それぞれ、数値の設定は (CONTROL KNOB) か

(DATA ENTRY) のテン・キーで行います。

LIBRARY ライブラリー・ナンパーを表示するフィールドです。

TUNE 構成音個々の音程を任意にチューニングできます。

設定できる範囲はセント単位で、 〔ー99~00~ +99〕です。

MIDI RX. MIDI受信チャンネル・ナンパーを指定するフィールドです。

設定範囲は〔ーでOFF~1~16〕です。
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第 8 章 プログラムとパケット

この章では、 「プログラムのしかた」と、 「パケット」について説明します。

8. 1 音色の選択

本機は、 「音色の選択」に 3つの方法があります。

(a) "PACKET" にファイルした「プログラム」で・

VX600 は、演奏に必要なプログラム・データを、 10個の「パケット」に、順序よくファイルでき

ます。 1 個のパケットには、 20個のプログラム・データを並べることができます。
"PACKET" にファイルした「プログラム」を呼び出す操作は．．．

①まず「パケット・ナンバー (0~9) 」を、 [DATA ENTRY) キーの〔〇〕～〔 9 〕、つまりテン・
キー'’で入力し、選択します。

②そして、カーソル・キー[ A V 】または、 “フット・スイッチ'’により、各パケットに登録し
た「パケット・プログラム・ナンバー (01~20) 」を選択します。この「パケット・プログラム・
ナンバー」は、 [ CONTROL Kt'!OB】でも選択できます。

(b) "PROGRAM MENU" スクリーンで・・・

この “PROGRAM MENU’' に、ライブラリーからセレクトした音色をストアします。

但し、単なるストアではなく、 「コード・プレイ」や「マルチ・プレイ」などにおける様々なプログ

ラム・データを組み込みます。 “PROGRAM MENU" で音色をセレクトする操作は．．．

●ヵーソル・キー[ A V 】または、 “フット・スイッチ”で、 「プログラム・ナンバー」を選択
します。この「プログラム・ナンバー」は、 [CONTROL KNOB】でも選択できます。

(c) "LIBRARY MENU’' スクリーンで．．．

VX600 は、 ‘‘LIBRARY" モードで音色を作成•更新します。 「ライブラリー」には、 50音色分の

データをストアできます。通常、初歩的に演奏する場合は、この “LIBRARY MENU’' モードで、 「音色

の選択」を行います。本機は、工場出荷時において本体内部のメモリーに、サンプルとしての “50音
色”を記憶させています。音色のセレクト方法は．．．

●ヵーソル・キー I A V 】または、 “フット・スイッチ'’で、 「ライプラリー・ナンバー」を選
択します。この「ライブラリー・ナンバー」は、 (CONTROL KNOB】でも選択できます。
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8. 2 プログラムのしかた

①それでは、ライプラリーにストアされている工場出荷時の音色や、自分で作成した音色に様々なプ
ログラムを施して、 「プログラム・メニュー」に組み込みましょう。

まず、 “PACKET" スクリーンで、 [SOFT KEY 1 げRGRM〕】を押します。
すると、 “PROGRAM MENU" スクリーンが現れます。

INTE薗<Al, -PROGRAM MENU -

•• 

POl [ ********] Program U ID 
P02[********] く口＞
P03 [********] OCT. SHIFT 

EDIT NAME LIBRY TRANSP MIDI PAKET 

②つぎに、ライプラリーから選択した音色デークを収める「プログラム・ナンバー」を選択します。

INTERNAL -PROGRAM MENU -

P39 [ ******** J 
P40 ［■＊＊＊＊＊＊＊］ 

會

点滅

QUIT QUIT QUIT QUIT 

•• 

Program U!D 
く口＞
OCT. SHIFT 

QUIT QUIT 

この操作は［ CONTROL KNOB】を回して行いま
す。

プログラム・ナンバーを選択したら、続いて

[SOFT I＜四 2 〔 NAME〕】を押します。

すると、 「プログラム名」の 1 文字目が点滅

します。

それでは、 「プログラム名」を登録します。

( [CONTROL KNOB】を回すと
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! " # $ %&'() * +, -./ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = >? @ 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

[II] 口＿＇ ab c def g hi j k I mn op q r st u vwx y z I • 

ーという文字・記号が現れます。また、 “スペース（空白）’'は、 [ ！〕の手前にあります。

1 文字目をセットしたら・・・

カーソル・キー［ > 】を 1 回押して、 2
INTERN址 — PROGRAM MENU - I 文字目を点滅させ、文字を［ CONTROL KNOB>

EDIT 

P39 [ ******** J 
P40 [Multi #1] 

•• 

Program U/D 
く口＞
OCT. SHIFT 

NAME LIBRY TRANS MIDI PAKET 

でセットします。

最大 8 文字、入力できます。プログラム名を

登録し終えたら、 [SOFT KEY】のいずれかを

押します。左図は、 「プログラム名」を登録

し、 [SOFT KEY】のいずれかを押した状態を

示します。



④つぎに、 <SOFTKEY 1 ⑪DITJ)を押します。すると、下記のスクリーンのいずれかが現れます。

L## [######HJ POLY6 123456 

U# [########] POLYO ****** 

［：：［：：：：：：：：］：ば［~~:::::: ~ 
L## [HUH##] POLYO ****** 

U# [######HJ POLYO ****** 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

L## [########J 

L## [########J 

L## [########J 

L## [########J 

LH [######HJ 

L## [########J 

-L** L** L** L** L** L** 
------| | | 1 

二］で9l
| 

| 

I 

---------------: 
LMENU MODE SETUP TUNE CHORD QUIT 

⑤もしも、 “CHORD PLAY MODE" というスクリーンが現れた場合・・・
そのスクリーンにおいて【 SOFT KEY 2 ⑬ODE〕】を押し、 “MULTI PLAY MODE" というスクリーン
に変えて下さい。なぜなら、いま、 『Multi #1』というプログラムを組み込もうとしているからで

す。そして、プログラミングは「マルチ・プレイ・モードがペーシックである」からなのです。

⑥スクリーンの 1 行目で、ライブラリー・ナンバー《L##》が点滅します。

つ斜に、 <CONTROLKNOB】を回し、 「音色」を選択します。

LlO [Strings J POLY6 123456 
L## [########) POLYO •••••• 

［：：［：：：：：：：：］：ば［：］：：：：：：［：：］］：：ロ
LU [######HJ POLYO •••••• 
LU [###HH#J POLYO ****** 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

⑦そして、 《POLY》というフィールドに注目します。

LlO [Strings ] POLY3 123•** 
U# [###HHfl POLYO ****** 

［：：［：：：：：：：：］：ば［~~ ::::::~ 
U# [HH###fl POLYO ****** 
LH [ ######HJ POLYO ****** 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

もしも、 《MONO》という表示である場合、カー

ソル・キー【 > 】を押し、 《MONO》とい

う表示を点滅させ、 <CONTROLKNOB】を左に
回して下さい。すると、 《POLY》に変わりま

す。つぎに、カーソル・キー【 > 】を押
し、 《POLY》という表示の右側にある数値を
点滅させ、 <CONTROLKNOB】で数値を〔 3 J
にセットして下さい。

これで、 [ LlO Str i ngs 〕という音色が、 3

音ポリフォニックで発音することになりまし

た。

⑧続いて、カーソル・キー【 く 】を押し、 2 行目の《L##》を点滅させます。
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LlO [Strings J POLY3 123••• 
L25 [Brass #2] POLY2 •••45• 

L## [########] POLYO ****** | MULTI PLAY 
U# [########] POLYO ****** I MODE 

L## [########J POLYO ****** 

L## [########J POLYO ****** 
LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

つぎに、 2 行目の音色を指定します。

そして、 《POLY》というフィールドに注目し

ます。もしも、 《MONO》という表示である場

合には、カーソル・キー【 > 】を押し、

《MONO》という表示を点滅させ．．．

<CONTROLKNOB】を左に回し、 《POLY》に変
えます。

⑨つぎに、カーソル・キー【 > 】．を押し、 《POLY》という表示の右側にある数値を点滅させて、

<CONTROLKNOB】で数値を〔 2 〕にセットして下さい。これで、 [ L25 Brass #2〕という音色が、
2 音ボリフォニックで発音できるようになります。

⑩続いて、同様の操作を繰り返し、 3 行目の音色をプログラムします。この例では、既に 5 つのボイ

スが指定されているので、残りは 1 ボイスだ

けです。従って、 《POLY》という表示の右側

LlO [Strings J POLY3 123*** にある数値は〔 1 〕または〔〇〕しか入力で

[:] ［三三［墨：：日二 1 きません。
L## [########] POLYO ****** 

L## [########] POLYO ****** 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

⑪音色とポイスのアサインが完了したら、 <SOFTKEY 4 ⑱ETUP〕】を押し、 “MULTI EDIT" スクリ

ーンを開きます。このスクリーンについては

第 6 章「マルチ・プレイ・モード」をよく読

INTERNAL P40 [Multi #1] MULTI EDIT んで下さい。このスクリーンで各部のセット

LIBRARY---: LlO LlO LlO L25 L25 L50 ・アップを完了したら...

KEY LOW---: 00 00 00 00 00 00 <SOFTKEY 4 〔 TUN町】を押します゜
KEY HIGH--: 127 127 127 127 127 127 

VOLUME---: 99 99 99 99 99 99 そして、各ボイスの音程等をセット・アップ

MIDI RX---: 01 01 01 02 02 03 します（このセット・アップについても、第

LIBRY MODE TUNE QUIT 6 章をよく読んで下さい）。

⑫‘、MULTI EDIT" スクリーンに続き、 ‘、 MULTI ED汀〔 TUNE〕＇＇スクリーンのセット。アップが完了し

たら、 ‘、 MULTI ED汀〔TUNE〕＇＇スクリーンにおいて、 <SOFTKEY 4 (QUIT〕】を押します。

以上で、 『 Multi #1』と名付けたプログラムが完了したことになります。同様の操作を繰り返して、

プログラミソグを続けて下さい (40個のプログラムをストアできます）。
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いまは、 「マルチ・プレイ・モード」によるプログラミングでしたが、 「コード・プレイ・モード」

においても、ほぽ同様の操作・手順です。 「コード・プレイ・モード」については、第 7 章をよく読
んで下さい。つぎに、 ［パケット機能」について説明します。

注： 図中のライブラリー~・ナンバーにおける「ライブラリー名」は、工場出荷時にストアされ

たものではありません。また、 「プログラム名」も説明上の架空名です。

8. 3 バケット・プログラムのしかた

"PROGRAM NEMU’' に、必要な「プログラム・デーク」の組み込みを終えたら、演奏時に必要とされる
順番に、その「プログラム・デーク」をファイルします。

このファイル機能は、 “PACKET" なのです。

VX600 の “PACKET’' は、 10個あります。そして、 1 個の ‘‘PACKET" に 20個の「プログラム・デー

ク」を順序よく並べてファイルできるのです。しかも、個々の “PACKET" に「パケット名」を付ける
ことができます。

(a) パケット・ナンバーのセレクト

まず、 「パケット」のセレクトを行います。スクリーンが、 “PROGRAM MENU" である湯合・・・

<SOFTKEY 6 [PAii.ET〕】を押して、 ‘‘、PACKET" スクリーンを開いて下さい（または、一度電源を切
り、再び電源を入れれば、 “PACKET" スクリーンが現れます）。そして、 <DATAENTRY】のテン・キ

ーを使い、 「パケット・ナンバー」を入力し

ます。テン・キーの〔〇〕から〔 9 〕までを

順に押して下さい。 《PACKET》というフィー

ルドの数値が変わります。

これが「パケット・ナンバー」です。

INTERNAL 

PACKET 

######## 

•• 

口
PRGRM 

01:P** [********J Program u!D 
P** [********] く口＞
P•• [********] OCT. SHIFT 
NAME EDIT TRANS MIDI BANK 

各パケットには、それぞれ「パケット名」を

つけることができます。

(b) パケット名の登録方法

それでは、つぎに「パケット名」を登録します。

INTERNAL 

PACKET 

Budokanl 

•• 

口
QUIT 

01:P•• [u••••••J Program U/D 
P**[********] く口＞
P** [ ******** J OCT. SHIFT 

QUIT QUIT QUIT QUIT QUIT 

<SOFTKEY 2 〔 NAM町】を押して下さい 0 するとヽ

最上行の白いユリアに、カーソルが点滅しま

す。これが「パケット名」を登録する＝リア

です。いま、カーソルは「 1 文字目」にあり

ます。 「バケット名」は、最大 8 文字で登録
できます。登録の方法は、 「プログラム名」

と同じ手順です。

「パケット名」の入力が完了したら、いずれ

かの【SO町 KEY】を押して下さい。
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(c) プログラムのアサイン

続いて、 [CONTROL KNOB】を回して、 「パケット・プログラム・ナンバー」を七レクトします。

これは〔 01〕から〔 20〕まであります。取り敢えず、 〔 01〕に七ットして下さい。

そして、 <SOFTKEY 3 (EDIT〕】を押します。すると、 「パケット・プログラム・ナンバー」の右側

にある「プログラム・ナンバー (P という表示が付いている番号）」が点滅します。

それでは、 <CONTROLKNOB) を回し、 「パケット・プログラム・ナンバー〔01〕」に、必要なプログ

ラム・デークをアサインして下さい。

INTERNAL Budokanl 

PACKET 

口
Ql:P40 [Multi #1] 

P** [ ******** J 

P** [ ******** J 

QUIT QUIT QUIT QUIT 

•• 

Program U/D 

く口＞
OCT. SHIFT 

QUIT QUIT 

そして、プログラム・デークをアサインが完

了したら、いずれかの [SOFT KEY) を押して

下さい。

同様の操作を繰り返して、 「パケット・プロ
グラム・ナンパー〔20〕」まで、必要なプロ

グラム・デークを順番にアサインします。

以上のように、 10個の「パケット」に、それぞれ、 20個の「プログラム・デーク」をアサインするこ

とができます。実演奏時に必要な「プログラム・デーク」をアサインしておけば、音色等の切り換え

が能率良く行えます。
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第 9 章 メモリー・カード

VX600 は、 「メモリー・カード」でデークのセーブ／ロードを行います。

使用できるメモリー・カードは、別売りの “AKA!. BR-16’' のみです。他社のメモリー・
カードでは正しい動作が得られません。

9. 1 メモリー・カードヘのセーブ

VX600 は、工場出荷時にサンプルとしての各種データを本体メモリーにストアしてあります。

本機を操作して、工場出荷時にストアされているデータを失いたくない場合は、前もってメモリー・
カードにセーブして下さい。

①まず、 VX600 の電源を〔 OFF 〕にしておき・・・
用意したメモリー・カード ‘‘AKA! BR-16" の [PROTECT SWITCH] を (OFF 〕にセット

し、 VX600 の [MEMORY CARD] スロットに正しく差し込んで下さい。

注： メモリー・カード ‘‘AKA I BR-1 6" の取り扱いについては、 ‘‘BR-1 6" の使用

説明書をよく読んで下さい。

②続いて、 VX600 の電源を入れて下さい。もしも、まだ一度も使用したことがない、真新しいメ
モリー・カードを差し込んでいる場合、左図

INTERN 

PACIIBT Attention ! • 

口
This IC CARD not for- am U/D 
matted or is formatted 口＞
for another product. To SHIFT 

PRGRM format it,press ENTER, BANK 

③それでは、 [ENTER] キーを押して下さい。

のスクリーンが現れます。

つまり、まだ「フォーマット」が行われてい

ない、というメッセージです。

すると、即座に「フォーマット」が完了し、スクリーンが ‘‘PACKET" モードになります。

④スクリーンが “PACKET" モードになったら [MENU] キーを押して下さい。すると、—-MENUーーという

ウインドー・スクリーンが現れます。

INTERNAL --MENU"-

PACKET O:PACKET •• 

□ 01: 1:CARD SAVE rogram U/D 
2:CARD LOAD く口＞
3:MASTER TUNE CT. SHIFT 

PRGRM NAME 4: CALIBRATION !DI BANK 

⑤つぎに、 [DATA ENTRY】のテン・キー〔 1 〕を押して下さい。すると、＊＊SAVE＊＊というウインドー
・スクリーンが現れます。
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⑥続いて、カーソル・キー【 A 】を押して下さい。点滅するカーソルが《NAME》の右側に現れま

す。これは、セーブするデークに名称をつけ

る作業に入ったことを意味します。デーク名
INTERN | | I も、最大 8 文字で登録できます。

PACKET I **SAVE•• NAME: ###H# 
VX600 CARD [ 

PRGRM 

ALL • BANK-A 

•• 

ogram U/D 

□ > 
T. SHIFT 

DI BANK 

この名称登録は、プログラム名やパケット名

と同様の操作で行います。

⑦デーク名を入力し終えたら、カーソル・キー I V 】を押して下さい。 《ALL》という表示が点

滅します。 <CONTROLKNOB】を右に回すと、 <ALL>•< LIBRARY>•< PROGRAM>•< PACKET>•

《CHORD》という順に表示が変わります。これは、 「いずれのデークをセーブするか」を決める操
作です。 《ALL》をセレクトすれば、本体メモリーのデークがすぺてセーブされます。

工場出荷時にストアされているデークを七ーブする場合、 《ALL》にセットして下さい。

⑧セーブするデークをセレクトし終えたら、カーソル・キー【 > 】を押して下さい。
すると、 《BANK-A》表示が点滅します。 <CONTROLKNOB】を右に回すと、 《BANK-B》になります。

メモリー・カードは、 2 つのバンクを持ち、 2 種のデークをファイルできます。

それでは、 《BANKー心〉にセットして下さい。そして、 【ENTER】キーを押します。矢印の下方に、
(OK〕という表示が出れば、セーブが完了

したことになります。

INTERN 

PACKET ••SAVE** NAIIE:###### •• 

[ 
VX600 CARD ogram U/D 
ALL • BANK-A 口＞
OK T. SHIFT 

PRGRM DI BANK 

注： もしも、メモリー・カードをスロットに差し込んでいない場合、 (NO CARD！〕というメッセー

ジが点減します。

9. 2 メモリー・カードからのロード

つぎに、メモリー・カードからデークをロードしてみましょう。 VX600 には、さまざまな音色デ

ークをファイルしてある「VX600専用／音色ソフト」を用意しています。こうした［音色ソフト

のデーク」や、自分でメモリー・カードにセープしたデークをロードして下さい。

①まず、デークがファイルされているメモリー・カードを用意して下さい。

VX600 の電源を (OFF 〕にして、そのメモリー・カードをスロットに正しく差し込みます。
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②VX600 の電源を入れて下さい。スクリーンが “PACKET" モードになったら (MENU】キーを押し
て下さい。すると、 --MENU―ーというウインド
ー・スクリーンが現れます。

このとき、 VX600本体のリア・パネルに

ある【MEMORY PROTECT】を必ず、 [ OFF ]
にして下さい。

INTERNAL --MENU--

PACKET Q:PACKET •• 

□ 01: 1:CARD SAVE rogram U/D 
2:CARD LOAD く口＞
3: MASTER TUNE CT. SHIFT 

PRGRM NAME 4: CALIBRATION !DI BANK 

③つぎに、 <DATAENTRY】のテン・キー〔 2 〕を押して下さい。すると、＊＊LOAD＊＊というウインドー

・スクリーンが現れます。

INTERN 

PACKET I ••SAVE•• NAME:###### 
CARD VX600 

[ 
PRGRM 

BANK-A • ALL 

•• 

ogram U/D 

□ > 
T. SHIFT 

DI B心~K

④いま、 VX600 側で、 《ALL》という表示が点滅します。

それでは、 <CONTROLKNOB】を右に回して下さい。すると、 <ALL>•< LIBRARY>•< PROGRAM>

→《PACKET》→《CHORD》という順に表示が変わります。これは、 「いずれのデークをロードする

か」を決める操作です。

《ALL》をセレクトすれば、本体メモリーにデークがすべてロードされます。

⑤ロードするデークをセレクトし終えたら、カーソル・キー（ く 】を押して下さい。

すると、 《BANK-A)〉表示が点滅します。 <CONTROLKNOB】を右に回すと、 《BANK-B》になります。

メモリー・カードは、 2 つのバンクを持ち、 2 種のデークをファイルしています。

それでは、いずれか口＿ドしたいバンクにセットし、 【ENTER】キーを押します。矢印の下方に、

〔 OK 〕という表示が出れば、ロードが完了

したことになります。

INTERN 

PACKET [ 
PRGRM 

*•SAVE** NAME:###### 
CARD VX600 

BANK-A • ALL 

OK 

•• 

ogram U/D 

□ > 
T. SHIFT 

DI BANK 

注： 《ALL》で、ロードした場合、本体のメ

モリーは、すべてロードしたデータに変

わります。

また、本体メモリーは．．．

《BANK-A》、 《BANK-B》いずれかのバン
クのみロードできる容量です。
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9. 3 メモリー・カードのデータ・セレクトとエディット

自分で作成したデークがセーブされているメモリー・カードを、スロットに差し込んでおけば、常に

本体メモリーのデークと共に、メモリー・カード側のデークも使用することができます。

つまり・・・

本体メモリー : INTERNAL （パケット： 10X20プログラム， 40プログラム， 50ライブラリー）

メモリー・カード： BANK-A (パケット： 10X20プログラム， 40プログラム， 50ライプラリー）

BANK-B （パケット： 10X20プログラム， 40プログラム， 50ライブラリー）

を予めセレクトすれば、良いのです。従って、多くのデークを効率よく使用できます。

①VX600 の電源を〔 OFF 〕にしておき・・・

まず、自分で作成したデークがセープされているメモリー・カードを、スロットに差し込みます。

もしも、ニディットしたい場合は、予めメモリー・カードの【PROTECT SWITCH] を〔 OFF 〕にし

ておきます。また、ニディットしない場合は【PROTECT SWITCH] を〔 ON 〕にしておきます。

②電源を入れます。そして、 “PACKET" モードのスクリーンになったら、 <SOFTKEY 6 ⑬ANK〕］を

押して下さい。この【SOFT KEY 6 ⑪ANK〕】は、 「サイクリック」の動作になっており、このキー

を押すごとに、 《 INTERNAL》→《BANKー心〉→《BANK-B》→《INTERNAL》と切り換わります。

この切り換わりは、 “PACKET" スクリーンの左上のフィールドで確認できます。

③以後、いままで説明してきた操作・手順により、デークのセレクトやエディットを行います。

④ライブラリー・コピー機能は、 5. 5を参照して下さい。

ご注意！
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メモリー・カ＿ドは、バッテリーにて動作しています。

バッテリーが消耗すると、メモリーしたデークが消失します。

メモリー・カードのバッテリーは、通常の使用で 2~3 年の寿命がありますが、なる

ペく早めに交換することをお勧めします。

なお、バッテリー交換時は、メモリーしたデークが消失します。

従って、ベッテリー交換の際は、予め本体メモリーにロードして下さい。

但し、本体メモリーは、 《恥NKボ》か《B邸k-B》のいずれか片方のデークのみをロー

ドできる容量でしかありません。

また、バッテリー交換後は、必ず「フォーマット」を行ってから、デークをセーブし

て下さい。



第10章 EXT IN 

この章では、 VX600 の (EXT IN】について説明します。

10, 1 接続のしかた

VX600 の (EXT IN】は、外部のシンセサイザーやデジクル・サンプラー等の「オーディオ出力」

を入力して、本機のVCF と VCAで、その音色を加工できる装備です。

特に、 “AKAi EWilOOO/EVllOOO’' で、 「デジクル・サンプラー」を浪奏するときに威力のある機能で

す。この機能は、 VCO グループの〔 2) に属しており、 2 つの入力端子で構成されています。

また、 2 つの (EXT IN】から入ったオーディオ信号は、 2 つのボイス・ナンバーに割り当てられてい
ますから、上手にプログラムを組めば、 VX600 のシンセサイズ音 (4音まで）と同時に発音させ
ることが可能です。

それでは、つぎに述べる手順に従って、 VX600 の (EXT IN】に外部のシンセサイザーやデジタル

・サンプラー等の「オーディオ出力」を接続して下さい。接続時は、外部のシンセサイザーやデジタ

ル・サンプラー等と、 VX600 の電瀕は必ず ‘‘OFF" にして下さい。

①もしも、外部のシンセサイザーやデジクル・サンプラー等のオーディオ出力が〔STEREO) であり、

L/R(l/2 の湯合もあります）という 2 系統である場合、下図のように接続します。

AKAi EWilOOO 

OR EVIlOOO 

AKAi 

VX600 

し!NE 1 

し!NE 2 

MIDI AKAi S900/1000 

デジクル・サンプラー

②また、外部のシンセサイザーやデジクル・サンプラー等のオーディオ出力が〔MONO MIX〕である場

合は、 <EXT IN】の〔 1 〕に接続して下さい。

AKAi EWllOOO 

OR EVllOOO 

AKAi 

VX600 

LINE 1 

MIDI 

MONO MIX OUT 

AKAi S900/1000 

デジクル・サンプラー

注： この場合、ボイス・ナンバー〔 1 〕のみに、 I EXT IN] から入力したオーディオ信号が割り当
てられます。
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③もしも、 2 機種の外部のシンセサイザーやデジタル・サンプラー等のオーディオ出力を入力したい

場合は、下図のように接続して下さい。

.AKAi EWllOOO 

OR EVllOOO 

AKAi 

VX600 

LINE 1 

LINE 2 

MIDI SYNTHESIZER 

ー

IN 

SAMPLER 

注： ここでは、 ‘、 AKAi EWl1000/EVl1000" を使用することを想定して説明を行います。

10. 2 エディットのしかた

接続が正しく行ったら、 VX600等の電源を入れて下さい。そして、まず「ライブラリー」におい

て、 [EXT IN】を扱うためのエディットを行います。

①それでは、 ‘‘LIBRARY MENU’' スクリーンを開き、 [EXT IN】を使うライプラリー・ナンバーを指定
して下さい。そして、ライブラリー名を登録します（例えば、 EXT IN 1 と名付けます）。

②つぎに、 “LIBRARY MENU’' スクリーンにおいて、 <SOFTKEY 1 〔印IT〕】を押し、 “VCO グルー

プ’'のエディット・スクリーソを開きます。

カーソル・キー I V l と I A l で、
まず、 《BALANCE=》の数値をエディットでき

る状態にします。そして [VONTROL KNOB] を

右に回して、その数値を〔99〕にセットして

Il'ITERNAL L49 [EXT IN 1] 

FREQ=+OO VC0-1 SYNC OFF VC0-2 FREQ=+OO 

FINE=+OO c___l___J L__j_______J FINE=+OO 

WAVE＝［コ［コ BALANCE=99 匝］区］ E］
F'W= 00 — I I I □_PW= 00 
VCF ｷ FM EG LFO MOD QUIT 

下さい。

③続いて、 ‘‘VC0-1" の《WAVE》をすぺて、し (OFF: 波形を消した状態〕にします。

もちろん、 《PW》も (00〕にして下さい。｝これで、 ‘‘VC0-1’' からば、何も出力されない状態にな
りました。 《BALANCE=》の数値を (99〕にセットしたので、この設定は無意味と考える人もいると

思いますが、このように設定すれば、 ‘‘VC0-1" の音が涌れることがありません。

但し、 “VC0-1" の音も加えたければ、各部をそれなりに設定し、 《BALAl'!CE=》の数値を調節して

ミックスを行って下さい。
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④同様に、 ‘‘VC0-2’' の《WAVE》をすべて、 〔 OFF:波形を消した状態〕iこします。

INTERNAL L49 [EXT IN l] 

FREQ-+00 VC0-1 SYNC OFF VC0-2 FREQ--00 
FINE=+OO'1 9,  1,  FINE=-00 

WA枷□□ BALANCE-99 □ □ EXT 
PW=00_, 1,  _ pw= 00 

VCF FM EG LFO MOD QUIT 

そして、 〔＊〕印のフィールドに〔 EXT 〕

をセットして下さい。

これで、 <EXTIN】に入力したオーディオ信

号が、この “VC0-2’' を通り・・

"VCF" に流れていきます 6

⑤つぎに、
行います。

ここでは、

\,‘° 

<SOFTl（町 5 〔 MOD〕）を押して、 ‘‘モジュレーション・マトリックス”のユディットを

以後、第 5 章で説明した手順により、必要な各パラメークをユディットします。

、、 AKAi EWilOOO/EVllOOO" を使う場合を想定していますので、第 5 章をよく読んで下さ

⑥そして、すべてのセット・アップが完了したら、そのライプラリーを「コピー」します。

この例では、ライブラリー・ナンバー〔 49〕に、 『 EXT IN 1』というライブラリー名で、ユディッ

トしたので、これをライプラリー・ナンバー〔 50〕に「コピー」し、 『EXT IN 2』というライブラ

リー名にします。

⑦ 2 つのライプラリーに同じデークをセット・アップした理由は、外部のシンセサイザーやデジクル

・サンプラーの出力が〔STEREO〕であると、仮定したからです。

その出力が〔MONO MIX〕である場合は、ひとつのライプラリーで良いわけです。
続いて、プログラムです。この場合「マルチ・プレイ・モード」で組み込みます。

⑧第 6 章の「マルチ・プレイ・モード」を思い出し、

L49 [EXT IN l] MONOl 1 ***** 

L50 [EXT IN 2] MON01 *2**** 

L## [########J POLYO ****** | MULTI PLAY 
L## [ ########] POLYO ****** I MODE 

U# [ ########] POLYO ****** 

L## [ ########] POLYO ****** 

LMENU MODE SETUP TUNE QUIT 

セット・アップを行って下さい。この例では、

1 行目のライブラリー・ナソバーを〔 49 〕

とし、 2 行日のライプラリー・ナンバーを、

〔 50 〕にします。

そして、いずれも《MONOl》にして下さい。

もしも、他の音を同時に発音しない場合は、

3 行目以降を、すべて《POLYO》にします。

注： EXT IN をアサインできるのは、ボイス

〔 1 〕と〔 2 〕だけです。

⑨このセット・アップで、 VX600 は“マルチ・モノ・モード’'になり、各ボイスが「モノフォニ

ック」で発音します。 リア・パネルに装備されている【VOICE OUT) を使い、ボイス〔 1 〕とボ

イス〔 2 〕を、それぞれ独立させて出力すれば、 〔STEREO〕の状態が保たれます。

そして、上記のセット＿・うアップが完了したら、 <SOFTKEY 3 ⑬ETUP〕）を押し・・・

つぎの “MULTI EDIT" スクリーンを開きます。そして。各ボイスの「キー・レンジ」、 「音贔」を
指定します。
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左図は、このスクリーンにおける各フィール

INTERNAL P40 [Ext 1&2 J MULTI EDIT ドを設定した例です。

LIBRARY---:L49 L50 LOO LOO LOO LOO 参考にして下さい。

KEY LOW---: 00 00 00 00 00 00 

KEY HIGH--: 127 127 00 00 00 00 

VOLUME---: 99 99 00 00 00 00 

MIDI Rx---: -

LIBRY MODE TUNE QUIT 

⑩続いて、上記のスクリーンにおいて [SOFT KEY 3 (TUNE〕】を押し、左下図のようなスクリーンを

開きます。そして、各ボイスの音程を〔00]

揃えます。

INTERNAL P** [********] MULTI EDIT 

TRANSPOSE---:oo 00 00 00 00 00 

TUNE----:oo 00 00 00 00 00 

MIDI TX CHANNL—ー： ［三l
LIBRY MODE SETUP QUIT 

また、 [ AKAi EVIlOOO/Ewnooo〕を使用し、

外部のMID]音源を動作させるため・・・

「MIDI送信チャンネル・ナンバー」を指定し

ます。

それぞれ、数値の設定ぱ[CONTROL !<NOB】か

<DATAENTRY】のテン・キーで行います。

以上、細かく説明するとかなり面倒なオペレーションのように感じられますが、つぎのように、手順

を整理して覚えておけば、すぐに手慣れると思います。

①まず、 <EXT IN】を扱うライプラリーを、 2 系統分作成する。

分かり易いように、ライプラリー名を『EXT IN 1』と、 『 EXT IN 2, にしておく。

②続いて、 「EXTIN1&2」を組み込むプログラム・ナンバーを “PROGRAM MENU’' モードでセレクト

する。そして、 「プログラム名」を登録する（例えば、 EXT 1&2 とする）。

( “PROGRAM MENU” モードで、 [SOFT KEY 1 (EDIT〕】を押し、 “MULTI PLAY MODE" スクリーンか、
"CHORD PLAY MODE" スクリーンを開く。もじも、 “CHORD PLAY MODE" スクリーンが先に開かれた
場合、 (SOFT KEY 2 (MODE〕】を押し、 “MULTI PLAY MODE" スクリーンを開く。

④‘、MULTI PLAY MODE" スクリーンで．．．

各ボイスに「ライプラリー」から『EXT IN 1』と、 『 EXT IN 2』をセットする。

⑤そして、各ボイスを「モノ」にセットし、そのボイス数を〔 1 Jに指定する。

( ‘‘MULTI EDIT" スクリーゾで、 <SOFTKEY 3 (SETUP〕】を押し・・・
そして各ボイスの「キー・レンジ」、 「音量」セット・アップする。

66 

各ボイスのセット・アップが完了したら、 <SOFTKEY 3 〔叩NE〕】を押し、 “TUNE" スクリーンを

開き、各ボイスの音程を〔00〕にセットし、 「MIDI送信チャンネル」をセットする。



◇マルチ・ボイス・アウトの接続方法

AKAi DIN/PHONE CONVERTER CABLE: VW-X6 

VOICE OUT(DIN/13P.) 

AKAi professional 

V X 6 0 0 

ボイス • 

AUDIO MIXER 

接続には、別売の、、AKAi DIN/PHONE CONVERTER CABLE: VW-X6" を使用して下さい。

オーディオ・ミキサーの〔 1) 杞〔 L 〕ヽ 〔 2) を〔R 〕iこパンボットで設定します。

注： [ VOICE OUT】の出カレベルは、フロント・パネルの【 VOLUME】とは無関係です。
"MULTI EDIT’' モードで、各ボイスの出カレベルをセット・アップして下さい。

この〔EXT IN) を活用する場合は、 VX600 の機能等をよくマスクーした上で、操作
を行って下さい。
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工場出荷時のサウンド・ライブラリー

VX600 は、工場出荷時において下記の音色がライプラリーにストアされています。

また、 「コード・プレイ・モード用」の“各種コードのサンプル’'が、ストアされています。

本機をエディットする前に、 予め別売のメモリー・カード‘、AKAi professional BR-16" で、セーブ
なさることをお勧めします（セーブのしかたは、第 9章をお読み下さい）。

音 色 コード プログラム

LOl: BASS #1 L26: VIBRABEL 01: M. Tri PROGRAMME 01 OPN Chord 

L02: BASS #2 L27: BELLRA 02: Min 7 PROGRAl咽E 02 CLS Chord 

L03: BASS #2 L28: PLUKPNO 03: Alt PROGRMlME 03 PARA SUS 

L04: BASS #2 L29: METALBL 04: Dom 7 PROGRAMME 04 Min OPN 

L05: BASS #2 L30: MARIMBA 05: Maj 9 PROGRAMME 05 New York 

L06: BASS #6 L31: HARP 06: Min 7b5 PROGRAMME 06 PARA CLS 

L07: BRASS #1 L32: M. -HARP 07: Sus 4/9 PROGRAMME 07 PARA Maj 

LO8: BRASS #1 L33: ORGAN #1 08: Alt Dom PROGRAMME 08 PARA Dim -

L09: BRASS #1 L34: ORGAN #2 09: Maj 6/9 PROGRMlME 09 PARA Min 

LlO: BRASS #1 L35: ORGAN #3 10: Min 11 PROGRAMME 10 Diatonic 
Lll: BRASS #1 L36: E -ORGAi'l 1 11: Maj #'11 
L12: BRASS #6 L37: E -ORGAN 2 12: Dim 7 

L13: BRASS #7 L38: EVOLUTE 13: Aug 7 
L14: SYNSAX L39: CELESTA 14: Maj #5 
Ll5: STRINGS 1 L40: FALL 15: Min 6/9 

L16: STRINGS 2 L41: FLOATING 16: Min M7 

Ll7: STRINGS 3 L42: SILENCE 17: Dom 6/9 

L18: STRINGS 4 L43: SOLO #1 18: Maj 

L19: STRINGS 5 L44: SOLO #2 19: Maj 6 
L20: Syn Pf #1 L45: EWI #1 20: Min 6 

L21: Syn Pf #2 L46: EWI #2 " 
L22: Syn Pf #3 L47: EWI #3 

L23: Syn Pf #4 L48: NOISE 
L24: Syn Pf #5 L49: MONSTERB 
L25: VIBES L50: EWI #4 
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